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加藤友三郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

【
要
約
目
　
加
藤
友
三
郎
内
閣
（
一
九
二
二
年
六
月
～
二
三
年
八
月
）
は
貴
族
院
を
基
礎
と
す
る
非
政
党
内
閣
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衆
議
院
議
員

選
挙
法
改
正
の
必
要
を
認
め
、
ま
ず
政
府
内
に
調
査
会
を
設
置
し
た
。
一
九
二
三
年
は
じ
め
の
第
四
六
議
会
で
は
、
前
議
会
同
様
の
普
選
運
動
が
展
開
し
、

大
都
市
か
ら
、
地
方
の
小
都
市
・
農
村
へ
と
侵
透
し
た
。
議
席
の
過
半
数
を
占
め
る
政
友
会
は
、
野
党
の
統
一
普
選
法
案
を
一
蹴
し
た
が
、
新
党
議
の
地

租
委
譲
（
国
税
↓
地
方
税
）
は
選
挙
権
の
大
拡
張
を
必
然
化
し
た
。
野
党
第
一
党
の
憲
政
会
は
政
権
担
当
の
可
能
性
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
普

選
運
動
の
煽
動
か
ら
統
制
へ
と
態
度
を
改
め
、
各
地
の
市
民
・
農
民
政
社
を
傘
下
に
お
さ
め
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
他
方
日
本
共
産
党
は
、
無
産
階
級
の

普
選
運
動
参
加
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
支
配
を
安
定
さ
す
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
こ
れ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
。
一
九
二
三
年
六
月
、
衆
議
院
議
員
選
挙

法
調
査
会
は
有
権
老
の
七
三
倍
増
を
答
申
し
、
政
府
は
こ
れ
を
重
要
法
律
案
の
予
傭
審
査
機
関
た
る
法
制
審
議
会
に
諮
問
し
た
。
加
藤
内
閣
に
よ
っ
て
選

挙
法
改
正
は
一
九
一
九
年
い
ら
い
は
じ
め
て
政
治
日
程
に
上
り
、
次
期
山
本
内
閣
に
ひ
き
つ
が
れ
る
。
　
　
　
史
林
六
五
巻
六
号
　
一
九
八
二
年
＋
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

小
論
は
私
の
構
想
す
る
普
通
選
挙
制
度
成
立
史
の
一
部
で
あ
る
。
私
は
す
で
に
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
普
通
選
挙
期
成
同
盟
会
の
成
立

よ
り
、

第
一
次
大
戦
下
に
お
け
る
同
盟
会
の
禁
圧
ま
で
の
普
選
運
動
の
実
情
を
、
小
著
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
』
　
（
青
木
書
店
、
一
九
六

六
年
）
に
お
い
て
詳
述
し
、
つ
い
で
、
第
一
次
大
戦
後
、
原
敬
内
閣
下
、
普
選
運
動
が
は
じ
め
て
大
衆
化
し
、
政
治
問
題
化
し
た
時
期
に
つ
い

て
、
　
「
第
一
次
大
戦
後
の
普
選
運
動
」
　
（
井
上
清
編
『
大
正
期
の
政
治
と
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）
に
お
い
て
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
後
の

（867）

普
選
問
題
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
一
応
の
見
通
し
を
「
政
党
政
治
の
発
展
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
現
代
2
、
一
九
六
三
年
）
に
お
い
て
論
じ
て
　
7
3



お
い
た
が
、
今
回
、
幾
つ
か
の
断
章
に
よ
っ
て
一
九
二
〇
年
五
月
の
普
選
問
題
を
争
点
と
す
る
総
選
挙
よ
り
一
九
二
五
年
三
月
、
普
選
法
が
成

立
す
る
ま
で
の
過
程
を
改
め
て
究
明
し
た
い
と
考
え
る
。
小
論
は
す
な
わ
ち
そ
の
一
章
を
構
成
す
る
。

　
前
記
総
選
挙
に
お
け
る
普
選
反
対
の
与
党
政
友
会
の
圧
勝
に
よ
り
一
応
政
治
的
決
着
が
つ
い
た
か
に
見
え
た
普
選
問
題
は
、
戦
後
不
況
の
深

化
に
と
も
な
う
階
級
闘
争
の
激
化
、
日
本
農
民
組
合
・
全
国
水
平
社
の
結
成
に
象
徴
さ
れ
る
民
衆
の
組
織
化
の
進
展
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
露

呈
さ
れ
た
国
際
的
孤
立
歯
、
原
敬
・
山
県
有
朋
の
政
界
二
本
柱
の
喪
失
等
内
外
事
情
の
急
変
に
よ
り
、
高
橋
是
清
内
閣
下
再
び
政
争
の
焦
点
と

し
て
浮
上
し
た
。
一
九
二
二
年
初
頭
の
第
四
五
議
会
に
お
い
て
普
選
運
動
は
昂
揚
期
を
迎
え
、
憲
政
・
国
民
の
両
野
党
は
は
じ
め
て
統
一
普
選

案
を
上
程
し
た
。
政
府
・
政
友
会
は
多
数
を
た
の
ん
で
こ
れ
を
否
決
し
た
も
の
の
、
政
策
転
換
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
内
紛

激
化
し
、
内
閣
総
辞
職
の
異
常
事
態
を
迎
え
た
。

　
加
藤
友
三
郎
新
内
閣
は
選
挙
法
改
正
に
積
極
的
意
欲
を
見
せ
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
調
査
会
を
設
置
し
、
そ
の
答
申
を
得
て
、
法
制
審
議
会

に
諮
問
し
た
。
選
挙
法
改
正
は
一
九
一
九
年
春
以
来
は
じ
め
て
政
治
日
程
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
、
加
藤
内
閣
は
「
中
闘
内
閣
」

と
し
て
そ
の
存
在
を
軽
視
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
調
査
会
の
結
論
さ
え
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
有
様
で
あ
る
。
小
論
は
こ
の
内
閣
の
選

挙
法
改
正
事
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
政
治
諸
勢
力
の
対
応
状
況
を
さ
ぐ
り
、
普
通
選
挙
法
成
立
史
上
に

お
け
る
、
加
藤
内
閣
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

　
〔
付
記
〕
　
文
中
『
東
京
朝
日
新
聞
』
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
　
『
東
京
日
日
新
聞
』
　
『
大
阪
毎
日
新
開
』
『
時
事
新
報
』
『
国
民
新
聞
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
東
朝
、

　
大
朝
、
東
日
、
大
毎
、
時
事
、
国
民
、
と
略
記
す
る
。

1

衆
議
院
議
員
選
挙
法
調
査
会
の
設
置
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高
橋
内
閣
が
総
裁
派
・
反
総
裁
派
の
内
紛
で
倒
れ
た
あ
と
、
一
九
一
ご
一
年
六
月
一
二
日
、
前
野
網
加
藤
友
三
郎
を
首
相
と
す
る
貴
族
院
内
閣

が
成
立
し
た
。
元
老
松
方
正
義
の
推
薦
に
よ
る
。
当
初
加
藤
友
三
郎
の
辞
意
が
固
か
っ
た
の
で
、
松
方
は
憲
政
会
総
裁
加
藤
高
明
を
第
二
候
補



加藤友三郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
し
た
が
、
こ
れ
を
察
知
し
た
政
友
会
幹
部
は
「
無
条
件
」
で
加
藤
友
三
郎
を
支
援
す
る
こ
と
を
約
し
、
そ
の
内
閣
を
成
立
さ
せ
た
。
新
内
閣

は
本
来
無
党
派
の
ポ
ス
ト
と
さ
れ
た
外
・
陸
・
海
を
除
く
七
大
颪
の
席
を
、
研
究
会
に
四
、
交
友
倶
楽
部
に
三
と
分
か
ち
与
え
た
。
こ
の
貴
族

院
の
両
会
派
は
政
友
系
で
あ
り
、
顔
ぶ
れ
か
ら
み
て
内
閣
の
性
格
は
超
然
内
閣
と
い
う
よ
り
準
政
友
会
内
閣
と
い
っ
て
よ
い
。
事
実
、
新
内
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
前
内
閣
の
遣
産
た
る
陸
・
海
軍
縮
お
よ
び
陪
審
法
を
実
現
さ
せ
た
。
し
か
し
新
内
閣
は
必
ず
し
も
「
政
友
会
の
事
務
取
扱
内
閣
」
で
は
な
か

っ
た
。
加
藤
は
第
二
次
大
隈
内
閣
い
ら
い
引
続
い
て
七
年
間
、
四
代
の
内
閣
に
わ
た
り
海
柏
の
座
に
あ
り
、
政
務
に
練
達
し
、
　
「
み
だ
り
に
多

数
党
に
も
屈
せ
ぬ
」
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
（
『
桜
内
幸
雄
自
伝
』
一
〇
九
ペ
ー
ジ
）
。
ま
し
て
政
友
会
と
し
て
は
当
初
無
条
件
支
持
を
約
し
た
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
党
内
も
い
ぜ
ん
内
紛
が
続
い
て
い
た
か
ら
、
加
藤
は
貴
族
院
主
体
の
超
然
内
閣
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
新
政
策
を
打
出
そ
う
と
試
み

た
。
そ
れ
は
経
済
の
好
況
を
背
景
と
し
た
原
敬
の
積
極
財
政
、
軍
備
拡
張
、
民
衆
運
動
強
圧
を
特
徴
と
す
る
政
策
の
修
正
を
要
求
す
る
野
党
路

線
へ
接
近
せ
ん
と
し
た
前
内
閣
総
裁
派
（
改
造
派
）
の
方
向
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
衆
議
院
議
員
選
挙
法
調
査
会
の
設
置
は
か
か
る
薪
政

策
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
普
選
問
題
を
公
的
機
関
の
審
議
に
か
け
、
そ
の
打
開
の
道
を
探
ろ
う
と
す
る
発
想
は
、
管
見
で
は
一
九
二
〇
年
第
四
二
議
会
後
に
さ
か
の
ぼ

る
。
　
『
時
事
』
（
9
・
！
）
は
、
政
友
会
に
は
普
選
の
敵
と
の
印
象
を
国
民
に
も
た
れ
て
は
不
得
策
と
の
思
惑
が
あ
り
、
憲
政
会
は
逆
に
普
選
を

唱
え
れ
ば
貴
族
院
か
ら
嫌
わ
れ
て
政
権
か
ら
遠
ざ
か
る
お
そ
れ
を
も
っ
と
し
て
、
こ
の
両
党
の
「
困
惑
」
を
救
う
た
め
に
「
何
等
か
の
審
議
機

関
」
が
設
置
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
の
観
測
を
し
て
い
る
。
記
者
は
こ
の
実
現
は
「
幾
多
の
曲
折
を
経
た
る
後
」
と
な
ろ
う
と
予
測
は
し
て
い

た
が
、
「
火
は
未
だ
見
え
ざ
る
も
煙
は
昇
れ
り
と
云
ふ
べ
き
多
少
の
薯
実
あ
り
」
、
と
調
査
会
設
概
の
発
想
が
す
で
に
政
党
間
に
存
在
す
る
こ
と

を
ほ
の
め
か
し
て
い
た
。
こ
の
発
想
は
、
第
四
五
議
会
下
、
政
友
会
内
で
公
然
と
論
議
さ
れ
、
普
選
派
内
で
も
田
川
大
吉
郎
の
ご
と
く
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
呼
応
す
る
も
の
が
現
わ
れ
た
。

　
加
藤
内
閣
は
成
立
直
後
よ
り
調
査
機
関
設
立
を
計
画
し
た
。
七
月
一
＝
日
付
の
『
国
民
』
は
政
府
に
そ
の
意
の
あ
る
こ
と
を
報
じ
、
　
「
政
友

会
政
治
家
が
正
面
か
ら
普
通
選
挙
制
に
反
対
し
た
の
に
比
す
れ
ば
、
大
に
急
歩
を
進
め
た
も
の
と
」
評
価
し
つ
つ
も
、
こ
れ
が
政
府
の
責
任
の

75 （869）



が
れ
と
「
人
の
口
を
塞
ぐ
の
政
略
」
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
、
普
選
問
題
は
も
は
や
調
査
の
段
階
で
な
く
、
内
閣
は
「
一
見
以
て
こ
れ
を

決
す
べ
し
」
と
論
じ
て
い
る
。
七
月
二
四
日
『
大
朝
』
の
社
説
も
こ
れ
に
同
調
し
て
い
る
。

　
八
月
二
日
、
加
藤
苗
相
は
地
方
長
官
会
議
に
お
い
て
、
恒
例
の
型
通
り
の
訓
示
を
の
べ
た
あ
と
、
補
足
と
し
て
普
選
問
題
に
言
及
し
、
次
の

よ
う
な
注
目
す
べ
き
発
言
を
行
っ
た
。

　
　
政
府
と
し
て
之
を
何
う
扱
ふ
か
と
問
は
れ
』
ば
「
早
晩
実
行
」
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
だ
と
答
へ
る
に
躊
躇
し
な
い
。
併
し
な
が
ら
そ
の
内
容
を
如
何
に
す
る

　
か
、
走
れ
が
実
行
の
時
期
如
何
を
問
は
る
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
政
府
と
し
て
は
即
答
し
か
ね
る
。
併
し
な
が
ら
政
府
は
普
通
選
挙
制
度
に
対
し
て
は
近
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
将
来
に
於
て
充
分
な
る
調
査
研
究
を
開
始
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
新
首
相
は
公
式
の
席
上
で
は
じ
め
て
、
前
内
閣
の
普
選
尚
早
論
を
排
し
、
普
選
を
「
早
晩
実
行
」
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
時
期
を

近
い
将
来
に
限
定
し
、
そ
の
内
容
と
実
行
期
に
つ
い
て
の
調
査
豪
富
を
設
置
す
る
意
の
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
の
で
あ
る
。

　
閣
内
に
あ
っ
て
首
相
を
支
え
た
の
は
、
選
挙
法
を
担
当
す
べ
き
内
相
水
野
錬
太
郎
よ
り
も
法
相
岡
野
敬
次
郎
一
派
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
水
野

は
明
治
末
年
原
敬
に
登
用
さ
れ
て
以
来
ほ
と
ん
ど
準
政
友
会
員
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
選
挙
法
改
正
に
消
極
的
な
政
友
会
の
意
向
に
反
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
岡
野
敬
次
郎
は
本
来
商
法
専
攻
の
東
大
教
授
。
日
露
戦
後
第
一
次
第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
法
制
局
長
官
に

就
任
し
、
さ
ら
に
貴
族
院
に
入
っ
て
研
究
会
に
属
し
て
以
来
、
政
友
会
と
は
関
係
が
深
か
っ
た
が
、
水
野
と
は
異
な
り
、
政
友
会
と
は
独
自

の
立
場
を
保
っ
て
い
た
。
閣
内
で
は
宮
田
光
雄
書
記
官
長
と
馬
場
鎮
一
法
制
局
長
官
は
東
大
時
代
の
門
下
生
で
あ
り
、
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
首

相
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
深
く
、
　
「
恰
も
加
藤
首
相
の
最
高
相
談
役
た
る
と
同
時
に
、
閣
僚
の
顧
問
た
る
が
如
き
観
を
呈
し
た
」
　
（
『
岡
野
敬
次
郎

伝
』
三
〇
五
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
岡
野
は
普
選
問
題
の
「
解
決
は
政
党
内
閣
に
待
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
是
非
現
内
閣
の
手
中
に
待
つ
べ
き
理

由
も
あ
る
と
、
国
家
内
外
の
大
勢
は
同
案
の
解
決
を
急
と
し
、
政
友
会
の
鼻
息
の
み
窺
ひ
難
き
こ
と
を
説
」
い
た
と
い
う
（
東
朝
1
0
・
2
1
）
。
文

相
鎌
田
栄
吉
も
岡
野
の
支
持
者
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
彼
は
福
沢
門
下
で
入
閣
前
ま
で
慶
応
義
塾
の
塾
長
で
あ
っ
た
が
、
日
露
戦
後
以
来
婦
人
参

政
権
運
動
に
理
解
を
示
し
、
か
つ
、
一
九
一
一
年
三
月
、
第
二
六
議
会
で
穂
積
八
東
の
普
選
排
撃
演
説
に
只
一
人
異
を
唱
え
た
人
物
で
あ
っ
た
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（
小
著
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
…
の
研
究
』
九
九
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
彼
は
新
内
閣
発
足
に
当
っ
て
、
　
「
普
選
の
実
現
が
時
代
の
要
求
で
あ
れ
ば
、
普
通
教

育
の
発
達
の
如
き
、
最
も
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
普
選
実
現
を
前
提
と
す
る
発
言
を
行
っ
て
い
た
（
国
民
6
・
1
4
夕
刊
）
。

　
内
務
省
内
に
あ
っ
て
も
選
挙
権
再
拡
張
の
声
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
の
先
鋒
は
大
戦
中
寺
内
内
閥
の
と
き
、
後
藤
新
平

内
相
（
次
官
は
水
野
）
の
発
議
で
欧
米
に
派
遣
さ
れ
た
若
手
宮
僚
で
あ
っ
た
。
後
藤
文
夫
・
丸
山
鶴
吉
・
田
子
一
民
・
長
岡
隆
一
郎
・
堀
切
善
次

郎
・
大
塚
維
精
・
前
田
多
門
・
次
田
大
三
郎
ら
、
一
九
〇
七
・
八
年
に
東
大
を
卒
業
し
て
入
省
し
た
、
当
時
三
〇
代
前
半
の
本
省
課
長
級
の
人

材
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
後
藤
の
希
望
ど
お
り
大
い
に
「
世
界
の
空
気
を
呼
吸
」
し
、
（
『
後
藤
新
平
伝
』
第
三
巻
六
七
四
ペ
ー
ジ
）
、
後
藤
文
夫
の
ご

と
き
は
ア
メ
リ
カ
で
片
山
潜
に
近
づ
き
さ
え
し
た
（
渡
辺
春
雄
『
片
膝
潜
と
共
に
』
四
九
ペ
ー
ジ
）
。
彼
ら
は
戦
後
帰
国
す
る
と
本
省
参
事
官
と
し
て

内
務
省
の
政
策
決
定
に
参
画
し
た
。
長
岡
隆
一
郎
『
官
僚
二
十
五
年
』
　
（
二
二
ニ
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
　
「
眉
墨
の
連
中
は
参
事
官
室
に
立
て
籠

っ
て
治
安
警
察
法
第
十
七
条
廃
止
だ
と
か
、
労
働
組
合
公
認
だ
と
か
、
普
通
選
挙
法
即
時
実
施
だ
と
か
、
今
日
か
ら
云
へ
ば
何
で
も
な
い
議
論

で
あ
る
け
れ
ど
も
当
時
の
原
内
閣
の
下
に
全
て
は
異
端
邪
説
と
霞
さ
れ
る
議
論
を
遠
慮
な
く
主
張
し
て
各
局
に
戦
ひ
を
挑
む
。
さ
な
が
ら
省
内

の
鬼
門
と
云
ふ
姿
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

　
普
選
に
つ
い
て
は
堀
切
善
次
郎
が
急
先
鋒
で
、
大
原
孫
三
郎
（
倉
敷
紡
績
社
長
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
創
設
者
）
が
堀
切
の
同
志
の
赤
木
朝
治

を
通
し
て
寄
付
し
た
一
万
円
を
軍
資
金
と
し
、
し
き
り
に
普
選
の
宣
伝
に
つ
と
め
た
と
い
う
（
大
霞
会
『
内
務
省
史
』
第
四
二
二
八
六
ペ
ー
ジ
）
。
た

だ
し
若
手
内
務
密
僚
が
す
べ
て
普
選
論
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
後
藤
文
夫
よ
り
一
年
先
輩
の
潮
恵
之
輔
は
一
九
一
九
年
法
改
正
の
と
き
府

県
課
長
と
し
て
、
ま
た
一
九
二
五
年
法
改
正
の
と
き
は
地
方
局
長
と
し
て
直
接
選
挙
法
改
正
事
業
に
参
画
し
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
堀
切
に
よ

れ
ば
、
き
わ
め
て
保
守
的
で
、
普
選
論
な
ど
に
は
「
一
向
共
鳴
し
て
こ
な
か
っ
た
」
と
い
う
（
内
政
史
研
究
会
『
堀
切
善
次
郎
氏
談
話
第
二
回
速
記

録
』
四
一
ペ
ー
ジ
）
。

　
一
方
、
民
衆
の
動
向
に
直
接
関
心
を
払
う
立
場
に
あ
る
地
方
長
官
の
中
に
も
、
選
挙
権
拡
張
論
者
が
存
在
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
『
大
毎
』

（
5
・
2
8
）
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
七
日
、
高
橋
内
閣
末
期
の
地
方
長
官
会
議
の
席
上
、
香
川
輝
（
岡
山
）
・
岡
田
忠
彦
（
長
野
）
・
安
河
内
麻
吉
（
福
岡
）
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ら
が
時
代
の
大
勢
と
し
て
普
選
断
行
の
急
務
を
説
き
、
時
期
尚
早
を
と
な
え
る
沢
田
牛
麿
（
石
川
）
・
折
原
己
一
郎
（
千
葉
）
・
守
屋
源
五
郎
（
茨
城
）

ら
と
対
立
し
た
と
い
う
。
　
『
国
民
』
（
5
・
2
9
）
は
大
勢
は
普
選
論
者
が
優
勢
だ
っ
た
と
っ
た
え
る
が
、
少
く
と
も
安
河
内
の
場
合
「
普
選
」
と

は
「
独
立
の
生
計
」
づ
き
で
あ
っ
た
。
中
央
・
地
方
を
問
わ
ず
官
僚
の
「
普
選
」
養
老
が
は
た
し
て
納
税
資
格
の
無
条
件
撤
廃
ま
で
唱
え
て
い

た
か
疑
問
は
残
る
が
、
一
九
一
九
年
法
を
改
正
し
、
選
挙
権
拡
張
を
は
か
る
べ
し
の
声
が
内
務
省
内
に
強
ま
っ
て
来
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
首
相
の
言
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
機
関
は
容
易
に
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
秋
も
深
ま
る
一
〇
月
二
〇
日
に
い
た

り
、
閣
議
は
「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
調
査
会
」
の
設
置
を
決
定
し
、
同
時
に
内
相
水
野
錬
太
郎
を
委
員
長
に
、
内
務
・
司
法
・
文
部
三
省
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

び
法
制
局
の
高
官
を
委
員
に
任
命
し
た
。

　
調
査
会
は
一
一
月
一
日
初
会
合
を
開
き
、
翌
々
日
の
第
二
回
委
員
会
で
ω
「
選
挙
権
」
（
年
令
・
性
・
住
所
・
納
税
資
格
、
教
育
資
格
、
独
立
の
生

計
、
兵
役
義
務
の
完
了
、
戸
主
、
欠
格
者
の
全
九
件
）
②
「
被
選
挙
権
」
（
九
件
）
③
「
選
挙
ノ
方
法
」
（
一
一
件
）
㈲
「
選
挙
運
動
ノ
取
締
」
（
四
件
）

⑤
「
選
挙
の
効
力
」
⑥
「
罰
則
」
、
以
上
六
節
に
わ
た
る
詳
細
な
調
査
項
目
を
決
定
、
一
一
月
二
四
聞
よ
り
審
議
を
開
始
、
第
四
六
議
会
開
会

の
た
め
翌
年
一
月
休
会
に
入
っ
た
（
以
上
、
東
朝
1
1
・
2
～
1
・
2
0
）
。

　
新
調
査
会
の
性
格
は
、
＝
月
一
日
の
初
委
員
会
に
お
け
る
首
相
訓
示
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
（
東
朝
1
1
・
2
、
な
お
起
箪
に
は
水
野
内
相
が
当

り
、
閣
議
の
承
認
を
得
た
と
い
う
）
。
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抑
も
衆
議
院
議
員
選
挙
法
は
従
来
時
勢
に
順
応
し
て
屡
々
之
が
改
正
を
見
た
け
れ
ど
も
、
近
時
選
挙
法
の
改
正
に
関
し
論
議
愈
盛
に
な
り
、
政
府
に
於
て

も
之
が
調
査
は
最
も
完
全
且
徹
底
的
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
調
査
す
べ
き
事
項
は
頗
る
多
岐
に
渉
り
、
単
な
る
一
官
庁
の
常

務
と
し
て
の
取
扱
を
以
て
足
れ
り
と
す
べ
き
で
な
い
か
ら
、
内
閣
は
特
に
調
査
会
を
設
け
、
関
係
各
官
庁
よ
り
委
員
を
出
し
て
調
査
を
尽
す
事
に
な
っ
た
。

従
っ
て
本
調
査
は
現
行
衆
議
院
選
挙
法
の
全
斑
に
亘
っ
て
選
挙
権
、
被
選
挙
権
、
選
挙
区
制
、
選
挙
の
方
法
、
選
挙
の
取
締
其
の
他
重
要
な
る
事
項
に
関
し

て
脈
絡
あ
り
統
一
あ
る
調
査
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
。
之
に
付
て
は
外
国
の
法
制
と
実
績
と
を
比
較
参
照
す
る
は
固
よ
り
必
要
で
あ
る
が
、

殊
に
深
く
我
圏
の
実
情
を
考
査
し
て
之
に
適
応
す
る
こ
と
を
期
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
単
に
選
挙
権
の
拡
張
を
な
さ
む
と
し
て
も
、
如
何
な
る
順
序
を
以
て
如
何
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な
る
程
度
に
於
て
之
を
為
す
べ
き
か
、
殊
に
之
が
実
施
の
時
期
と
準
備
と
を
如
何
に
す
べ
き
か
等
考
究
を
要
す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
と
思
は
れ
、
以
上
の
如

　
き
選
挙
制
度
に
関
す
る
重
大
な
る
問
題
に
対
し
適
当
な
る
解
決
を
与
へ
る
為
に
は
、
広
く
朝
野
の
衆
智
を
聚
め
て
統
一
的
調
査
を
為
す
を
要
す
る
こ
と
あ
る

　
べ
き
も
、
先
づ
政
府
部
内
に
本
調
査
会
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
斯
様
な
次
第
で
あ
る
か
ら
書
誌
に
於
て
は
此
趣
旨
を
諒
せ
ら
れ
、
十
分
な
る
努
力
を
致
さ
れ

　
む
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
す
な
わ
ち
第
一
の
要
点
は
、
調
査
会
の
目
的
が
単
な
る
選
挙
権
の
拡
張
で
な
く
、
選
挙
法
全
体
の
再
検
討
に
お
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
設
置

の
要
因
は
の
ち
に
首
相
が
臨
時
法
制
審
議
会
の
席
上
明
言
し
た
よ
う
に
「
普
通
選
挙
ノ
論
議
力
旺
ト
為
り
マ
シ
タ
ノ
ト
内
外
ノ
趨
勢
ト
ニ
鑑
ミ

政
府
ハ
更
二
本
法
ノ
全
斑
三
品
リ
調
査
ヲ
為
ス
必
要
ヲ
仁
道
」
　
（
穂
積
陳
重
文
書
）
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
普
選
を
ぼ
か
し
た
の
は
、
政
友

会
に
対
す
る
配
慮
（
後
述
）
と
と
も
に
、
実
際
問
題
と
し
て
、
有
権
者
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
発
生
を
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
に
見
通
し
を
つ
け
る

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
の
要
点
は
調
査
会
を
、
政
府
部
内
の
官
僚
を
構
成
員
と
し
、
来
る
べ
き
「
朝
野
の
衆
知
」
を
集
め
る
た
め
の
高
次
な
調
査
機
関
の
予
備

的
存
在
た
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
調
査
会
の
性
格
の
軽
少
化
に
つ
い
て
は
政
友
会
の
強
い
干
渉
が
あ
っ
た
。
　
『
国
民
』
（
1
0
・
2
2
）
は
次

の
観
測
配
事
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
最
初
立
法
事
業
と
し
て
法
制
審
議
会
に
付
議
す
る
意
向
も
あ
っ
た
が
、
審
議
委
員
の
中
に
は
一
木
、
穂
積
両
博
士
の
如
く
全
く
党
派
関
係
に
支
配
さ
れ
ぬ

　
大
家
揃
ひ
の
事
と
て
、
若
し
審
議
会
が
普
選
断
行
を
望
む
な
ど
答
申
で
も
し
や
う
も
の
な
ら
、
政
友
会
死
活
の
問
題
で
あ
る
と
政
友
会
方
面
か
ら
大
分
圧
迫

　
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
り
、
第
二
案
と
し
て
貴
衆
両
院
議
員
学
者
有
識
者
か
ら
委
員
を
挙
げ
て
調
査
会
を
組
織
す
べ
し
と
の
案
も
、
今
時
分
学
者
有
識
老
中
に

　
普
選
尚
早
な
ど
言
ふ
者
は
一
人
も
な
く
、
又
貴
族
院
議
員
は
、
特
に
貴
族
院
令
は
議
会
の
容
量
を
許
さ
ざ
る
に
、
公
の
調
査
会
に
於
て
国
民
の
選
挙
権
の
拡

　
張
に
反
対
す
る
は
自
ら
求
め
て
国
民
の
怨
府
と
な
る
所
以
で
あ
る
故
、
結
筒
は
普
選
即
時
断
行
と
言
ふ
決
議
と
な
る
虞
も
あ
る
の
で
、
之
に
も
政
友
会
の
反

　
対
が
あ
り
行
悩
ん
で
み
る
と
伝
へ
ら
れ
て
居
た
。

　
右
の
観
測
が
当
っ
て
い
る
こ
と
は
、
政
友
会
総
務
小
川
平
吉
の
談
話
（
大
毎
1
0
・
2
1
）
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
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今
年
の
夏
頃
政
府
部
内
に
普
通
選
挙
問
題
を
法
制
審
議
会
に
諮
問
す
る
と
か
議
院
制
度
調
査
の
大
規
模
な
機
関
を
設
け
た
い
と
か
い
ふ
い
ろ
い
ろ
な
意
見

　
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
若
し
此
等
の
機
関
に
普
選
実
施
の
可
否
を
諮
問
す
れ
ば
政
府
は
之
を
容
れ
て
直
に
実
行
す
る
だ
け
の
決
心
が
つ
い
て
み
な
け
れ
ば
な

　
ら
ぬ
。
そ
の
決
心
な
く
し
て
普
選
論
を
抑
へ
る
手
段
と
し
て
法
制
審
議
会
に
之
を
諮
問
す
る
が
如
き
は
ま
る
で
世
を
欺
く
も
の
で
却
て
物
議
の
種
と
な
る
で

　
あ
ら
う
。
そ
こ
で
政
府
は
単
に
普
選
問
題
に
関
す
る
調
査
に
止
め
る
こ
と
に
し
た
ら
し
い
。

　
こ
れ
は
小
川
自
ら
が
政
府
と
の
交
渉
に
当
っ
て
発
言
し
た
脅
し
の
言
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
『
大
白
』
（
1
0
．
2
2
）
は
、
も
は
や
普
選
は
調
査
事
項
に
あ
ら
ず
、
調
査
会
の
設
禮
は
「
児
戯
に
類
す
る
」
と
一
笑
に
付
し
、
　
『
国
民
』
（
1
1
・

3
）
は
ま
ず
「
普
選
実
施
を
決
定
し
」
、
そ
の
上
で
必
要
事
項
を
調
査
せ
よ
と
論
じ
、
『
東
朝
』
（
1
0
・
2
1
）
は
調
査
も
よ
か
ろ
う
が
次
期
議
会
ま
で

に
結
論
を
出
せ
と
要
求
し
た
。
世
論
は
こ
の
よ
う
に
調
査
会
を
必
ず
し
も
歓
迎
せ
ず
、
憲
政
会
総
務
早
速
整
爾
も
「
普
選
断
行
の
鋭
鋒
を
避
く

る
避
難
所
」
と
非
難
し
（
圏
民
1
0
・
2
2
）
、
革
新
派
も
、
政
友
会
と
の
「
押
れ
合
い
の
お
芝
居
か
」
と
冷
眼
視
し
た
（
同
上
）
。

　
し
か
し
調
査
会
の
設
置
は
、
政
府
が
一
九
一
九
年
法
の
手
直
し
の
必
要
を
公
式
に
認
め
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
意
義
は
没
す
べ
か
ら
ざ
る
も

の
が
あ
る
。
一
度
開
始
し
た
調
査
は
結
論
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
四
五
議
会
前
に
お
け
る
野
党
の
無
条
件
普
選
へ
の
足
並
み
の
一
致
、
そ
し

て
議
会
後
に
お
け
る
政
府
の
調
査
会
設
置
、
両
々
相
ま
っ
て
選
挙
法
改
正
へ
の
歯
車
が
ま
わ
り
は
じ
め
た
と
い
え
よ
う
。

　
①　
　
政
友
会
の
新
内
閣
無
条
件
援
助
の
約
束
は
『
松
本
剛
…
吉
政
治
日
誌
』
　
（
一
九
二

　
二
年
六
月
＝
一
日
の
条
）
に
見
え
、
前
田
遽
山
『
床
次
竹
二
郎
伝
』
　
（
六
二
七
ペ

　
ー
ジ
）
も
こ
れ
を
伝
え
る
。

②
政
友
会
の
林
毅
陸
の
評
（
『
岡
野
敬
次
郎
伝
』
二
六
六
ぺ
…
ジ
）
お
よ
び
、
陪
審

　
法
審
議
に
際
し
て
の
横
山
勝
太
郎
の
発
言
（
『
大
日
本
帝
国
議
会
誌
』
⑭
五
八
○
ぺ

　
ー
ジ
）
。

③
　
蔵
相
市
来
乙
彦
の
試
み
た
緊
縮
財
政
の
結
㎝
米
一
九
二
三
年
度
予
算
の
一
一
二
億
九

　
千
万
円
は
前
年
度
に
比
し
一
億
一
千
万
円
の
減
額
に
な
る
。
こ
の
成
果
は
護
憲
三

　
派
内
閣
（
一
九
二
五
年
）
お
よ
び
浜
口
内
閣
（
一
九
三
｝
年
）
の
行
っ
た
財
政
緊

　
縮
に
匹
敵
す
る
。
内
閣
は
ま
た
労
働
行
政
の
一
本
化
を
め
ざ
し
て
、
社
会
局
を
新

　
高
し
（
一
九
二
二
年
一
一
月
）
、
一
方
、
治
安
立
法
の
計
画
を
中
断
し
た
。

④
　
小
論
「
普
選
運
動
の
復
活
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
二
四
四
号
）
。

⑥
　
『
国
畏
』
　
（
8
・
3
夕
刊
）
。
た
だ
し
『
東
朝
』
（
8
・
3
）
で
は
大
同
小
異
の

　
内
容
だ
が
「
鋭
意
研
究
調
査
に
努
力
し
て
み
る
」
の
表
現
で
、
調
査
機
関
新
設
を

　
暗
示
し
て
い
な
い
。

⑥
　
内
閣
書
記
宮
長
宮
田
光
雄
、
法
舗
局
長
官
馬
場
鋏
一
、
同
参
纂
官
松
村
真
一
郎
、

　
内
務
次
官
川
村
竹
治
、
内
務
省
地
方
局
長
塚
本
清
治
、
同
警
保
局
長
後
藤
文
夫
、

　
司
法
次
官
山
内
確
三
部
、
司
法
省
刑
纂
局
長
林
頼
三
郎
、
検
事
総
長
鈴
木
喜
三
郎
、

　
文
部
次
官
赤
司
鷹
一
郎
、
文
部
省
普
通
学
務
局
長
山
崎
達
之
輔
。
ほ
か
に
幹
事
と

　
し
て
内
務
省
参
纂
官
横
山
助
成
と
司
法
省
参
事
官
秋
山
高
三
郎
が
任
命
さ
れ
た
。
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な
お
水
野
委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
鈴
木
喜
三
郎
が
代
理
を
つ
と
め
る
含
み

で
あ
っ
た
と
い
う
（
東
朝
1
0
・
2
1
）
。

加藤友三郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
第
四
穴
議
会
下
の
普
選
運
動

　
第
四
六
議
会
（
一
九
二
二
年
一
二
月
二
七
田
－
一
九
二
三
年
三
月
二
六
日
）
下
の
普
選
問
題
は
、
一
見
、
前
議
会
と
変
ら
ぬ
経
過
を
た
ど
っ
た
。
型

の
如
く
全
国
主
要
都
市
に
集
会
や
デ
モ
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
労
働
運
動
の
主
流
は
背
を
向
け
た
。
議
会
で
は
野
党
統
一
普
選
案
を
め
ぐ

り
与
野
党
七
人
ず
つ
の
弁
士
が
二
月
二
四
B
か
ら
二
七
日
ま
で
四
日
聞
に
わ
た
り
討
論
を
続
け
た
が
、
　
「
弁
士
は
替
れ
ど
論
旨
は
変
ら
ず
、
議

場
怠
業
状
態
で
緊
張
を
欠
く
」
と
新
聞
の
見
出
し
に
書
か
れ
る
有
様
で
（
東
朝
2
・
2
8
）
、
結
局
記
名
投
票
に
も
到
ら
ず
に
否
決
さ
れ
た
。
し
か

し
経
過
を
仔
細
に
調
べ
る
と
、
普
選
運
動
の
側
で
も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
諸
政
党
の
側
で
も
前
議
会
と
は
か
な
り
異
な
る
様
栢
を
呈
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
ず
運
動
側
の
変
化
を
み
よ
う
。

　
第
四
六
議
会
下
の
普
選
運
動
の
最
大
の
特
徴
は
運
動
が
中
央
か
ら
地
方
へ
、
都
市
か
ら
農
村
へ
と
侵
透
し
て
行
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

一
九
二
三
年
一
月
二
〇
日
、
普
選
記
者
同
盟
主
催
在
京
記
者
大
会
（
五
二
社
）
の
席
上
、
万
悪
報
主
筆
の
斯
波
貞
吉
は
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
「
農

村
に
於
け
る
普
選
要
求
の
声
が
白
熱
的
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
都
会
に
於
け
る
態
度
は
案
外
で
あ
り
不
熱
心
で
あ
る
よ
う
に
思
は
れ
る
の
は
甚
だ

遺
憾
」
と
の
べ
た
（
大
工
1
・
2
1
）
。
こ
の
状
態
は
そ
の
後
も
変
ら
な
か
っ
た
。
前
年
は
二
度
統
一
行
動
日
「
普
選
デ
ー
」
が
設
定
さ
れ
た
の
に

今
回
は
そ
の
試
み
は
な
く
、
首
都
東
京
に
お
い
て
前
年
で
は
四
達
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
数
万
人
規
模
の
屋
外
集
会
が
開
か
れ
た
の
に
、
今
團
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

半
減
し
た
。
こ
の
傾
向
は
京
阪
神
地
区
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
後
述
の
よ
う
に
政
友
会
の
態
度
が
変
り
、
普
選
近
し
の
印
象
を
一

般
に
与
え
た
こ
と
、
お
よ
び
憲
政
会
が
運
動
を
強
調
か
つ
統
制
す
る
姿
勢
に
転
じ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
大
都
市
の
中
で
も
横
浜

の
よ
う
に
前
年
の
不
振
を
一
新
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
（
安
田
浩
「
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
と
社
会
問
題
」
『
神
奈
川
県
史
通
史
編
』
5
）
、
ま
た
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

都
市
、
た
と
え
ば
西
日
本
普
選
大
連
合
に
属
す
る
市
民
政
社
の
存
在
す
る
都
市
で
は
前
年
書
様
の
運
動
が
展
閉
さ
れ
た
。

」
前
引
斯
波
の
「
喪
村
に
於
け
る
普
選
要
求
の
声
が
白
熱
的
で
あ
る
」
と
は
、
具
体
的
に
は
つ
か
み
に
く
い
。
農
村
部
で
は
都
会
と
ち
が
っ
て
、
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大
衆
行
動
を
組
織
し
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
農
民
の
七
割
を
占
め
る
小
作
・
自
小
作
農
民
の
声
は
、
一
九
二
二
年
三
月
に
一
五
支
部
二

五
三
名
を
も
っ
て
創
立
さ
れ
、
｝
年
後
に
は
三
〇
〇
支
部
一
万
人
と
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
農
民
組
合
に
よ
っ
て
代
弁
さ
れ
て
い
た

と
い
っ
て
よ
い
。
日
農
の
機
関
誌
『
土
地
と
自
由
』
の
誌
名
が
示
す
よ
う
に
、
農
民
は
土
地
だ
け
で
は
な
く
政
治
的
自
由
を
も
望
ん
だ
。
日
農

は
創
立
大
会
で
二
一
の
主
張
を
掲
げ
た
が
、
普
選
は
第
六
番
昌
に
入
っ
て
い
る
。
小
作
農
に
と
っ
て
死
活
の
問
題
で
あ
る
耕
作
権
の
確
立
を
主

内
容
と
す
る
小
作
立
法
を
獲
得
し
、
労
働
争
議
の
み
な
ら
ず
小
作
争
議
の
弾
圧
立
法
た
る
治
安
警
察
法
を
廃
止
さ
せ
る
た
め
に
、
普
選
は
必
要

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戸
数
割
・
入
会
権
・
水
利
権
な
ど
日
常
生
活
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
問
題
を
、
村
政
レ
ベ
ル
に
お
い
て
小
作
農
民
に

有
利
に
解
決
す
る
た
め
に
も
、
普
選
に
よ
る
公
民
権
の
拡
張
が
必
要
で
あ
っ
た
。
普
選
団
体
高
松
雄
弁
会
は
、
香
川
県
下
に
日
農
組
織
を
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

上
げ
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
こ
の
事
実
は
小
作
農
民
が
普
選
に
か
け
た
期
待
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
日
農
の
組
織
内
部
に
早
く
も
普
選
運
動
否
認
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。
普
選
運
動
反
対
の
立
場
を
と
る
総
同

盟
本
部
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
日
農
関
東
同
盟
（
会
長
は
総
同
盟
会
長
鈴
木
文
治
）
で
は
、
日
農
書
二
回
全
国
大
会
の
前
日
、
二
月
一
九
日
に
開
か

れ
た
定
期
大
会
で
「
普
通
選
挙
の
根
本
の
意
義
と
価
値
は
暫
く
措
い
て
、
組
合
図
下
の
状
勢
に
鑑
み
、
普
通
選
挙
促
進
運
動
は
之
れ
を
行
は
な

い
こ
と
に
一
致
可
決
」
を
み
た
（
『
日
本
農
民
新
聞
』
3
・
1
5
）
。
総
同
盟
と
同
様
に
関
東
同
盟
内
に
も
、
鈴
木
文
治
ら
現
実
主
義
派
と
、
学
生
運
動

出
身
者
を
中
心
と
す
る
急
進
派
と
が
存
在
し
た
。
急
進
派
の
一
人
平
野
力
三
の
回
想
「
日
農
創
立
前
後
を
語
る
」
（
『
農
民
組
合
史
刊
行
会
資
料
』

8
）
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
佐
野
学
の
「
普
選
大
害
論
偏
の
影
響
を
う
け
て
、
　
「
普
選
を
施
行
す
れ
ば
革
命
が
お
く
れ
る
」
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
革
命
は
三
年
の
う
ち
に
起
る
と
い
う
の
が
平
均
値
で
、
　
「
社
会
革
命
は
も
う
目
捷
に
あ
り
と
い
う
気
分
だ
っ
た
」
と
い
う
。
　
「
普
通
選
挙
の

根
本
の
意
義
及
価
値
は
暫
く
措
い
て
篇
は
両
者
妥
協
の
表
現
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
賀
川
豊
彦
の
影
響
下
に
あ
る
関
西
方
面
で
は
日
農
の
全
組
織
を
あ
げ
て
普
選
運
動
に
参
加
さ
せ
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、

『
国
民
』
は
二
度
に
わ
た
っ
て
（
1
・
2
0
、
2
・
2
1
）
、
日
農
が
西
日
本
普
選
大
連
合
の
「
友
誼
団
体
」
と
し
て
普
選
運
動
に
加
わ
る
と
報
じ
て

い
る
。
こ
う
し
て
全
国
大
会
席
上
「
普
通
選
挙
に
関
す
る
件
」
を
め
ぐ
り
関
東
・
関
西
両
派
の
は
げ
し
い
討
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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加藤友三郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

　
『
土
地
と
自
由
』
（
3
・
2
0
）
に
よ
る
と
、
家
野
猛
之
（
岡
山
）
の
「
普
通
選
挙
は
今
日
一
般
の
与
論
で
あ
っ
て
最
早
議
論
の
時
期
で
は
無
い
。

実
行
の
如
何
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
我
々
は
極
力
之
が
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
旦
普
選
が
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
民
組
合
運
動

も
健
実
な
る
発
達
を
期
す
る
事
が
出
来
る
」
と
の
提
案
説
明
に
対
し
、
滝
沢
要
平
（
新
潟
）
は
「
普
通
選
挙
は
反
っ
て
組
合
運
動
の
力
を
殺
ぎ
て

何
等
の
効
果
な
き
も
の
と
認
む
る
を
以
て
我
々
は
先
づ
組
合
運
動
に
力
を
集
中
し
、
闘
争
団
体
と
し
て
の
機
能
を
発
達
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
反
対
意
見
を
の
べ
た
。
賛
成
派
で
は
稲
村
政
治
（
兵
庫
）
・
岡
村
隆
治
（
岡
山
）
・
寺
島
宗
一
郎
（
北
河
内
）
ら
が
、
反
響
派
で
は
鈴
木
文
治
・
平
野

力
三
（
山
梨
）
ら
が
交
々
立
ち
、
　
「
両
派
の
議
論
沸
騰
し
、
傍
聴
者
の
之
に
和
す
る
者
あ
っ
て
喧
器
を
極
め
」
た
と
い
う
。

　
会
場
の
空
気
は
圧
倒
的
に
関
西
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
大
会
を
傍
聴
し
た
佐
野
学
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
「
社
会
革
命
と
土
地
駈
有
権
」

『
赤
旗
』
一
九
一
一
三
年
四
月
号
）
。

　
　
普
選
に
関
す
る
件
の
如
き
は
満
場
殆
ど
無
批
判
な
賛
成
者
の
み
で
あ
っ
て
、
　
「
普
選
が
施
行
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
悪
政
が
一
挙
に
消
滅
す
る
」

　
と
い
ふ
が
如
き
途
方
も
な
い
議
論
が
出
て
、
新
潟
県
の
若
き
農
民
滝
沢
要
平
霜
の
「
普
選
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
墨
田
に
過
ぎ
ぬ
。
我
々
は
革
命
的
な
経
済
的
結

　
束
を
完
成
し
、
資
本
主
義
を
一
挙
に
し
て
粉
砕
し
よ
う
」
と
い
う
獅
子
吼
も
多
く
の
罵
声
に
葬
り
去
ら
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
小
林
隆
「
全
国
大
会
に
列
席
し
た
東
北
の
農
民
と
し
て
」
（
『
土
地
と
自
由
』
9
・
2
0
）
も
「
鈴
木
文
治
氏
自
ら
，
巨
躯
を
陣
頭
に
進
め
て
弁

じ
立
て
る
に
対
し
、
関
西
の
農
民
代
表
諸
氏
の
鋭
鋒
益
々
急
に
、
屡
々
関
東
軍
の
猛
者
連
を
し
て
へ
き
え
き
せ
し
む
る
で
は
な
い
か
と
思
は
し

め
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　
母
野
、
賀
川
豊
彦
が
「
地
方
自
治
機
関
に
対
し
て
は
徹
底
的
に
普
選
の
実
現
を
期
し
、
国
会
に
対
す
る
普
選
促
進
運
動
は
各
支
部
の
任
意
に

任
す
」
の
妥
協
案
を
提
出
し
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
（
『
土
地
と
自
由
』
3
・
2
0
）
。
関
東
派
と
い
え
ど
も
村
会
の
効
用
は
認
め
て
い
た
。
議

会
政
治
に
対
す
る
警
戒
を
説
く
「
農
民
と
政
治
運
動
扁
　
（
『
日
本
農
民
新
聞
』
6
・
1
5
）
で
さ
え
、
　
「
村
会
は
多
数
農
民
の
直
接
の
厳
重
な
る
監
視

の
中
に
あ
っ
て
、
農
民
の
示
威
的
行
動
に
依
て
殆
ん
ど
自
由
に
左
右
し
得
る
機
関
で
あ
る
」
、
　
「
選
挙
の
費
用
も
少
い
。
議
員
（
小
作
人
代
表
）
の

腐
敗
も
可
能
性
が
少
い
し
と
書
い
て
い
た
。
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こ
の
臼
農
第
二
回
大
会
で
は
、
前
大
会
決
定
の
主
張
二
一
項
を
整
理
し
、
八
項
目
に
し
ぼ
っ
た
が
、
普
選
は
い
ぜ
ん
そ
の
中
に
含
め
ら
れ
て

い
た
。
前
年
一
〇
月
に
主
張
よ
り
普
選
を
削
っ
て
し
ま
っ
た
総
同
盟
に
比
べ
、
日
農
に
結
集
し
た
先
進
的
農
民
の
間
に
、
い
か
に
普
選
へ
の
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

着
が
つ
よ
か
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
西
日
本
普
選
大
連
合
に
は
関
西
の
六
連
合
会
が
名
を
つ
ら
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
は
小
作
農
民
急
進
派
の
動
向
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
農
村
中
間
層
た
る
自
作
農
・
自
作
地
主
か
ら
も
選
挙
権
拡
張
の
声
の
上

が
っ
て
き
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
露
戦
後
よ
り
農
村
中
間
層
で
は
、
農
学
校
を
卒
業
す
る
も
の
が
増
加
し
、
こ
の
農
村
イ
ン

テ
リ
層
を
基
盤
と
し
て
大
戦
中
早
く
も
農
村
の
衰
退
を
立
憲
的
方
法
で
救
済
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
「
小
ブ
ル
農
本
主
義
者
」
が
出
現
し
た
。

一
九
二
〇
年
戦
後
恐
慌
に
よ
り
農
産
物
価
格
が
鰺
落
し
、
小
作
争
議
が
激
化
す
る
と
彼
ら
は
農
村
危
機
の
原
因
を
資
本
主
義
に
よ
る
農
村
破
壊

に
求
め
、
口
に
畏
民
党
を
自
称
し
な
が
ら
農
民
救
済
措
置
を
講
ぜ
ず
、
商
工
業
保
護
に
専
念
す
る
政
友
会
政
権
に
不
満
を
表
明
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
彼
ら
の
主
張
を
も
っ
と
も
よ
く
代
弁
し
た
の
は
月
刊
誌
『
農
政
研
究
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
読
売
新
聞
記
者
古
瀬
伝
蔵
を
中
心
に
各
紙
の
農
政

記
者
が
一
九
｛
一
二
年
四
月
組
織
し
た
大
日
本
農
政
学
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
そ
の
創
刊
号
で
、
報
知
新
聞
記
者
小
河
原
忠
三
郎
「
農
村
問
題
の

前
途
如
何
」
は
い
う
。

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
立
法
権
の
獲
保
は
、
農
村
政
策
の
徹
底
を
期
す
る
上
に
必
要
で
あ
る
か
ら
、
普
選
を
断
行
し
て
、
小
作
人
階
級
に
も
選
挙
縫
を
与
へ
、
衆
議
院
議
員
の
選

　
挙
人
対
被
選
挙
人
の
比
率
は
、
市
部
も
郡
部
も
同
率
に
し
、
不
真
面
臼
な
商
工
出
身
者
（
を
）
代
議
士
に
推
さ
ぬ
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
文
章
を
皮
切
り
と
し
て
、
　
『
農
政
研
究
』
は
普
選
に
よ
る
既
成
政
党
打
破
と
独
自
の
農
民
政
党
樹
立
に
よ
っ
て
、
農
村
を
救
済
し
、
農

民
文
化
を
建
設
す
る
こ
と
を
説
き
つ
づ
け
た
。
こ
の
主
張
は
農
村
中
間
層
に
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
二
四
年
三
月
に
は
一
万
五
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

人
の
読
者
を
持
つ
に
い
た
っ
た
。

　
都
市
の
中
間
層
以
上
に
、
農
村
の
中
間
層
の
独
自
の
結
集
は
困
難
で
あ
っ
た
。
交
通
と
村
落
秩
序
と
い
う
都
市
に
な
い
制
約
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
い
う
制
約
を
乗
越
え
て
地
方
農
民
政
社
が
族
生
す
る
の
は
、
一
九
二
三
年
四
月
二
三
日
の
実
業
同
志
会
の
発
足
以
降
と
い
っ
て
よ
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い
。
武
藤
山
治
に
ひ
き
い
ら
れ
る
こ
の
新
党
は
都
市
中
之
層
の
結
束
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
　
「
経
済
的
自
由
主
義
に
お
い
て
強
く
、
政
治
的
自
由

主
義
に
お
い
て
弱
い
と
い
う
」
特
徴
を
有
し
（
信
夫
清
三
郎
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
』
八
四
〇
ペ
ー
ジ
）
、
普
選
を
政
策
に
掲
げ
は
し
た
も
の
の
、

普
選
運
動
に
は
消
極
的
で
（
江
口
圭
一
『
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
運
動
史
の
研
究
』
三
二
五
ペ
ー
ジ
以
下
）
、
地
方
市
民
政
社
を
傘
下
に
お
さ
め
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
実
業
同
志
会
は
、
農
村
中
間
層
に
は
「
商
工
党
」
と
し
て
受
け
と
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
反
発
が
引
金
と

な
り
、
同
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
一
せ
い
地
方
議
会
選
挙
に
そ
な
え
、
地
方
的
農
民
政
社
を
結
成
し
は
じ
め
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
普
選
を
要
求
す
る
農
民
政
社
的
存
在
は
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
方
面
の
研
究
は
市
民
政
社
以
上
に
お
く

れ
て
い
る
が
、
大
体
の
見
当
を
つ
け
る
た
め
に
農
民
出
社
運
動
の
先
進
地
帯
た
る
長
野
県
の
場
合
を
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
に
は
信
濃
黎
明
会
お

よ
び
南
信
壮
年
団
と
い
う
二
つ
の
注
意
す
べ
き
事
例
が
あ
る
。
と
も
に
青
年
団
の
自
主
化
運
動
の
副
産
物
で
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
官
製
青

年
団
を
農
村
青
年
の
自
主
運
営
に
切
り
か
え
よ
う
と
す
る
青
年
団
自
主
化
運
動
が
、
農
村
中
間
層
の
政
治
行
動
の
第
一
段
階
で
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
。
信
濃
黎
明
会
は
官
製
小
県
郡
青
年
会
に
批
判
的
な
農
村
イ
ン
テ
リ
青
年
た
ち
が
一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
日
組
織
し
た
も
の
で
、
そ
の
会

名
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
吉
野
作
造
ら
の
黎
明
会
お
よ
び
そ
の
嫡
子
と
も
い
う
べ
き
東
大
新
人
会
の
直
接
影
響
下
に
生
ま
れ
た
。
　
「
お
も

だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
中
農
以
上
の
農
民
で
、
蚕
業
学
校
や
中
学
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
」
（
『
長
野
県
政
史
』
ω
四
二
ペ
ー
ジ
）
。
一
九
二
一
年
五
月

普
選
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
な
い
憲
政
会
を
去
っ
た
ば
か
り
の
田
川
大
吉
郎
を
招
き
普
選
即
行
演
説
会
を
、
つ
い
で
同
年
九
月
置
は
尾
崎
行
雄
を

招
き
軍
縮
演
説
会
を
上
田
町
で
開
い
て
い
る
。
第
四
五
議
会
に
は
実
行
委
員
欝
欝
が
上
京
、
中
央
の
普
選
運
動
に
参
加
し
、
一
九
二
三
年
春
に

は
金
子
（
の
ち
山
高
）
し
げ
り
を
呼
び
婦
選
講
演
会
を
開
く
（
同
上
四
一
二
ペ
ー
ジ
）
。

　
南
信
壮
年
団
は
下
伊
那
郡
青
年
団
の
自
主
化
に
成
功
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
、
年
令
二
五
歳
制
限
を
実
行
し
て
郡
青
年
団
を
離
れ
、
一
九
二
一
年

三
月
に
結
成
し
た
。
政
友
系
企
業
伊
那
電
気
鉄
道
会
社
の
電
灯
・
電
鉄
事
業
独
占
に
対
し
料
金
値
下
げ
を
求
め
、
郡
青
と
と
も
に
料
金
不
納
運

動
を
お
こ
す
な
ど
、
住
民
運
動
に
た
ず
さ
わ
る
一
方
、
　
一
九
二
三
年
二
月
一
一
日
に
は
、
郡
青
・
天
龍
労
働
団
（
土
建
労
働
者
）
・
飯
田
在
住
新

聞
記
老
団
・
飯
田
印
刷
工
組
合
友
誼
会
お
よ
び
山
川
均
の
影
響
下
に
あ
る
羽
生
三
七
ら
の
自
由
青
年
連
盟
と
提
携
し
て
、
普
選
即
行
・
三
悪
法
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反
対
（
後
述
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
約
二
千
人
の
デ
モ
を
飯
田
町
で
行
っ
て
い
る
。
南
信
壮
年
団
は
憲
政
会
の
樋
口
秀
雄
を
支
援
し
て
い
た
（
同

上
四
三
ペ
ー
ジ
、
　
『
下
伊
那
郡
青
年
運
動
史
』
六
六
一
七
三
ペ
ー
ジ
）
。
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こ
の
二
団
体
と
も
表
面
は
農
本
主
義
を
か
か
げ
ず
、
行
動
形
態
も
一
般
の
市
民
政
論
と
変
ら
な
い
。
と
も
に
反
政
友
会
で
あ
り
、
親
憲
政
会

で
あ
る
が
、
の
ち
農
本
主
義
政
党
の
中
心
人
物
に
な
る
も
の
や
、
無
産
階
級
運
動
に
関
係
す
る
も
の
を
内
包
し
て
い
る
。
都
市
中
間
層
と
同
様
、

農
村
中
間
層
も
政
治
的
に
末
分
化
状
態
に
あ
り
、
ど
の
政
治
勢
力
が
都
市
・
農
村
中
間
履
を
つ
か
む
か
に
日
本
の
政
治
進
路
が
か
か
っ
て
い
た
。

①
大
都
市
部
に
お
け
る
普
選
熱
の
弱
化
は
、
前
議
会
に
お
い
て
盛
ん
で
あ
っ
た
僧

　
侶
・
小
学
校
教
員
の
被
選
挙
権
獲
得
運
動
の
沈
静
化
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
婦

　
選
運
動
も
行
詰
っ
た
。
新
婦
人
協
会
は
幹
部
の
内
紛
で
一
般
会
員
の
脱
会
相
次
ぎ
、

　
平
塚
ら
い
て
う
は
脱
会
の
意
思
表
示
と
と
も
に
会
名
の
変
更
を
申
入
れ
、
一
九
二

　
二
年
一
一
　
月
八
日
の
会
員
総
会
は
こ
れ
を
受
入
れ
（
國
民
1
2
・
1
0
）
、
「
婦
人
連
盟
」

　
と
し
て
新
発
足
し
た
。
中
心
は
児
玉
真
子
で
あ
る
。
翌
年
一
月
二
七
日
、
松
本
君

　
平
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
婦
人
連
盟
・
新
譜
婦
人
会
（
西
川
文
子
）
、
革
新
倶
楽
部

　
婦
人
都
（
河
本
亀
子
）
ら
が
「
婦
入
参
政
岡
盟
」
を
組
織
し
た
。

　
　
同
盟
は
目
標
と
し
て
治
効
法
第
五
条
修
正
（
結
社
権
獲
得
）
を
法
律
案
と
し
て
、

　
婦
人
参
政
権
お
よ
び
婦
人
公
民
権
を
決
議
案
と
し
て
各
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
を

　
設
定
し
た
（
坂
本
「
婦
人
参
政
権
運
動
の
高
潮
」
ω
『
新
使
命
』
一
九
一
一
六
年
二

　
月
号
）
。
治
製
法
修
正
は
革
新
倶
楽
部
提
出
の
治
警
法
全
面
改
正
案
の
一
部
に
、

　
こ
れ
ま
で
の
鼠
民
党
案
岡
様
含
ま
れ
た
が
、
委
員
会
段
階
で
審
議
未
了
。
婦
人
参

　
政
権
建
議
案
は
松
本
君
平
が
説
明
に
あ
た
っ
た
が
、
こ
れ
も
同
様
に
処
理
さ
れ
た
。

　
婦
人
公
民
権
建
議
案
は
一
九
〇
二
年
の
第
一
六
議
会
に
同
趣
旨
の
法
案
を
提
出
し

　
た
高
木
正
年
に
期
待
が
か
け
ら
れ
た
が
上
程
さ
れ
な
か
っ
た
。
会
期
中
こ
れ
ま
で

　
同
様
に
議
員
に
対
す
る
個
別
陳
惰
が
繰
返
さ
れ
た
。
『
国
民
』
（
2
・
3
）
は
社
説

　
に
お
い
て
、
参
政
同
盟
は
議
員
に
叩
頭
し
て
ま
わ
る
よ
り
、
普
選
運
動
に
参
加
し
、

　
婦
選
の
前
提
と
し
て
ま
ず
普
選
を
断
行
せ
し
め
よ
と
論
じ
た
。
こ
れ
に
応
え
る
ご

　
と
く
、
二
月
二
三
日
の
普
選
デ
モ
に
は
坂
本
真
琴
・
上
野
露
子
・
荻
野
好
子
ら
が

　
参
加
し
て
注
目
を
ひ
い
た
が
、
そ
の
数
は
十
数
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
こ
の
よ
う
に
表
面
的
に
は
か
な
り
活
動
し
た
婦
人
参
政
権
同
盟
で
は
あ
っ
た
が
、

　
議
会
が
お
わ
る
と
ま
た
内
輪
も
め
が
露
呈
し
そ
の
上
、
平
塚
・
市
川
が
去
っ
た
あ

　
と
も
運
動
を
続
け
て
い
た
、
新
婦
人
協
会
創
立
者
の
一
人
奥
む
め
お
は
、
婦
選
運

　
動
は
「
大
多
数
の
婦
人
即
ち
無
産
階
級
の
婦
人
の
要
求
に
多
く
も
の
で
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
」
、
と
し
て
、
そ
の
要
求
を
掘
起
す
の
が
先
決
で
あ
る
と
主
張
し
て
、

　
対
議
会
運
動
か
ら
手
を
引
い
て
し
ま
う
（
奥
む
め
お
「
婦
人
参
政
権
同
盟
の
成
立

　
に
際
し
て
」
　
『
婦
人
公
論
』
一
九
一
一
三
年
三
月
号
）
。

②
　
小
論
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
政
治
過
程
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
五
三
号
）
。

③
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
栗
原
百
寿
「
香
川
県
農
晟
運
動
史
の
構
造
的

　
研
究
」
　
（
農
民
運
動
史
研
究
会
編
『
臼
本
農
罠
運
動
史
』
策
洋
経
済
新
報
社
、
…

　
九
六
一
年
、
所
収
）
を
み
ら
れ
た
い
。

④
　
②
に
同
じ
。

⑤
以
上
農
村
中
間
層
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
正
幸
「
大
正
期
農
民
政
治
思
想

　
の
一
側
面
一
農
民
党
論
の
展
開
と
そ
の
前
提
1
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
七
三
・

　
一
七
四
号
）
に
よ
る
。
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諸
政
党
の
対
応
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①

　
革
新
倶
楽
部
　
一
九
二
二
年
一
一
月
八
日
に
結
成
さ
れ
た
こ
の
政
派
（
以
下
革
新
ク
と
略
す
）
は
、
前
議
会
の
憲
政
会
の
政
策
転
換
同
様
、
内
外

状
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
国
民
党
を
中
心
と
す
る
院
内
最
左
派
の
結
集
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
院
内
統
一
普
選
案
の
成
立
を
機
に
、
一
気
に
野
党

合
同
を
と
な
え
て
容
れ
ら
れ
ず
、
憲
政
会
を
離
れ
た
会
内
急
進
派
大
竹
貫
一
ら
七
人
と
、
無
所
属
中
の
急
進
派
尾
崎
行
雄
・
島
田
三
郎
ら
一
〇

名
が
、
国
民
党
と
合
体
し
て
四
五
名
の
新
組
織
を
つ
く
っ
た
。
し
か
し
、
革
新
ク
は
政
綱
に
陸
軍
師
団
急
減
・
知
事
公
選
・
臼
ソ
国
交
回
復
な

ど
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
項
目
を
掲
げ
た
が
、
普
選
運
動
の
大
勢
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
憲
政
会
は
す
で
に
「
独
立
の
生
計
」

を
放
棄
し
て
い
た
た
め
、
党
内
の
普
選
派
は
、
前
記
七
人
を
除
き
す
べ
て
党
に
と
ど
ま
っ
た
。
革
新
ク
、
憲
政
会
お
よ
び
庚
申
ク
（
有
志
）
三
派

は
、
前
議
会
同
様
の
統
一
普
選
案
を
第
四
六
議
会
に
提
出
し
た
。

　
政
友
会
　
今
議
会
で
露
黒
し
た
政
友
会
内
の
動
揺
は
、
革
新
ク
の
成
立
よ
り
も
普
選
問
題
に
と
っ
て
は
は
る
か
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
そ

の
動
揺
は
普
選
と
は
一
見
無
関
係
の
地
租
問
題
に
端
を
発
し
た
。
憲
政
会
は
今
議
会
に
向
け
地
租
軽
減
（
七
三
〇
〇
万
円
↓
四
八
○
○
万
円
）
政
策

を
発
表
し
た
の
に
対
し
、
政
友
会
総
裁
派
は
対
抗
措
置
と
し
て
地
租
委
譲
す
な
わ
ち
直
接
国
税
た
る
地
租
を
地
方
税
に
移
す
方
策
を
提
唱
し
、

反
対
派
を
説
得
し
て
こ
れ
を
党
議
と
定
め
、
と
り
あ
え
ず
今
議
会
で
は
建
議
案
を
通
過
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
租
委
譲
が
な
ぜ
選
挙
権
に

関
係
す
る
の
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
一
九
一
九
年
法
に
お
け
る
有
権
者
資
格
は
、
直
接
国
税
（
所
得
・
営
業
．
地
租
の
三
年
）
三
門
以
上
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
地
租
が
直
接
国
税
で
な
く
な
れ
ば
、
当
然
農
村
の
有
権
者
が
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
衆
議
院
議
員
選
挙
法
調
査
会
『
地
租
営

業
税
ノ
地
方
委
譲
二
軍
ル
衆
議
院
議
員
選
挙
失
権
見
込
場
数
調
』
（
四
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
有
権
者
三
、
一
八

○
、
八
一
九
人
（
郡
部
は
二
、
七
四
三
、
二
九
三
人
）
の
う
ち
地
租
委
譲
に
よ
る
失
権
者
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
、
九
二
三
、
三
九
五
人

目
郡
部
は
一
、
八
八
一
、
六
八
八
人
i
六
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
も
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
大
量
の
失
権
者
を
救
う
道
は
、
普
選
か
少
く
と
も
公
民

権
所
有
者
ま
で
の
選
挙
権
拡
張
の
他
は
あ
り
え
な
い
。
政
友
会
が
地
租
委
譲
を
党
議
と
し
た
以
上
は
、
選
挙
権
の
大
拡
張
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
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前
議
会
来
潜
在
し
て
い
た
政
友
会
内
普
選
派
は
こ
こ
に
い
た
っ
て
公
然
表
面
に
姿
を
現
わ
し
た
。
　
『
国
民
』
（
2
・
1
0
）
に
よ
れ
ば
「
牧
野
良

三
・
山
口
義
一
・
一
宮
房
治
郎
・
河
上
哲
太
・
清
瀬
馬
韓
雄
・
鳩
山
一
郎
・
上
塚
司
の
諸
氏
廿
六
名
余
」
が
二
月
六
日
来
会
合
を
重
ね
、
　
「
成

案
を
得
次
第
幹
部
に
対
し
之
を
建
議
し
」
、
「
古
く
と
も
来
議
会
に
は
普
選
法
案
を
政
友
会
案
と
し
て
提
出
し
一
気
に
両
院
の
通
過
を
図
ら
ん
と

策
し
て
み
る
」
と
っ
た
え
ら
れ
た
。
議
会
の
普
選
法
討
論
で
は
、
牧
野
や
鳩
山
は
い
ぜ
ん
反
普
選
即
行
の
論
陣
を
張
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
弦
も

は
や
反
対
の
た
め
の
反
対
で
は
な
く
、
自
党
の
手
で
選
挙
法
改
正
を
近
い
将
来
実
現
す
る
た
め
の
反
対
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
政
友
会
の
選
挙
権
拡
張
論
、
こ
れ
は
地
租
委
譲
と
い
う
「
瓢
箪
」
の
中
か
ら
出
た
「
駒
」
で
は
な
か
っ
た
。
少
く
と
も
総
裁
選
の
大
幹
部
で

か
つ
て
原
敬
の
懐
刀
と
い
わ
れ
た
横
田
千
之
助
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
は
、
彼
の
描
く
政
友
会
の
方
向
転
換
策
に
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
組

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
第
四
五
議
会
に
お
け
る
憲
政
会
の
政
策
転
換
、
そ
れ
に
つ
づ
く
革
新
ク
の
結
成
、
こ
れ
ら
は
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
前
後
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
②

け
る
内
外
情
勢
の
急
変
に
対
す
る
支
配
諸
勢
力
の
対
応
の
姿
で
あ
っ
た
。
政
友
会
も
ま
た
、
憲
・
革
両
派
と
同
様
、
脱
皮
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
の
が
、
横
田
の
考
え
で
あ
っ
た
。
憲
・
革
両
派
が
ま
ず
都
市
の
中
間
層
以
下
に
着
目
し
た
の
に
対
し
、
横
田
は
政
友
会
本
来
の
地
盤
た
る

農
村
の
中
間
層
以
下
の
把
握
を
確
実
に
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
地
租
委
譲
は
地
租
の
軽
減
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
地
方
議
員
が
新
財
源

の
配
分
を
左
右
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
友
会
の
地
盤
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
横
田
は
こ
れ
に
加
え
て
産
業
組
合
中
央
金
庫
を
設
置

し
て
中
産
以
下
の
農
民
へ
の
資
金
供
給
緩
和
を
意
図
し
、
さ
ら
に
「
地
方
分
権
の
実
行
と
自
治
権
の
拡
張
」
（
石
田
秀
人
『
快
男
児
横
田
千
之
助
』

一
五
五
ペ
ー
ジ
）
を
目
論
ん
だ
。
彼
は
産
業
組
合
中
央
金
庫
法
案
の
上
程
に
あ
た
り
自
ら
提
案
理
由
を
の
べ
た
が
、
そ
の
結
び
に
い
う
。
　
「
地
種

の
委
譲
、
地
方
行
政
に
対
す
る
参
与
の
区
域
拡
大
、
而
し
て
本
案
の
提
出
、
是
等
三
方
か
ら
攻
寄
せ
て
来
て
是
か
ら
打
出
す
所
の
も
の
が
、
真

に
日
本
の
国
体
、
民
情
に
合
致
し
た
る
所
の
選
挙
権
の
拡
張
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
を
今
日
か
ら
御
話
を
し
て
置
く
」
（
『
大
日
本
帝
国
議
会
誌
』
⑭

七
一
六
ペ
ー
ジ
）
。
選
挙
権
の
拡
張
は
こ
の
よ
う
に
彼
の
農
村
対
策
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
。
同
和
対
策
の
先
駆
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
因
襲

打
破
に
関
す
る
建
議
案
」
も
、
農
村
社
会
の
最
深
部
か
ら
発
生
し
て
来
た
民
主
主
義
運
動
が
、
農
村
だ
け
で
な
く
人
民
諸
層
に
連
鎖
反
応
を
お

こ
し
、
体
糊
全
体
を
ゆ
さ
ぶ
り
か
ね
ぬ
こ
と
を
彼
が
洞
察
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
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加藤友三郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

　
横
田
一
派
は
貴
族
院
改
革
を
さ
え
提
起
し
た
。
山
口
義
一
は
第
四
六
議
会
に
「
議
院
舗
度
調
査
委
員
会
設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
を
提
出
し
、

「
貴
族
院
の
組
織
に
大
な
る
改
革
を
加
へ
て
、
さ
う
し
て
こ
れ
に
国
民
的
の
色
彩
を
も
う
一
段
と
持
た
せ
た
い
」
と
論
じ
（
『
大
日
本
帝
国
議
会

誌
』
⑭
一
二
八
三
ペ
ー
ジ
）
、
議
会
終
了
直
後
、
四
月
二
二
日
の
政
友
会
関
束
大
会
は
、
横
田
の
起
草
し
た
決
議
（
『
快
男
児
横
照
千
之
助
』
一
四
三
ペ

ー
ジ
）
、
　
「
時
勢
の
必
要
に
鑑
み
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
を
改
正
し
、
選
挙
権
の
大
拡
張
を
期
す
る
と
共
に
、
　
一
般
議
会
調
度
（
真
意
は
貴
族
院
制

一
松
尾
）
の
改
正
を
精
査
し
旦
其
実
行
を
期
す
」
を
可
決
し
た
（
東
朝
4
・
2
3
）
。

　
横
田
を
中
心
と
す
る
総
裁
派
の
政
策
路
線
は
、
原
敬
の
そ
れ
の
転
換
、
し
か
も
野
党
路
線
へ
の
接
近
を
意
味
し
、
そ
れ
だ
け
に
反
総
裁
派
を

刺
激
し
、
議
会
前
小
康
状
態
に
あ
っ
た
内
紛
再
燃
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
山
本
達
雄
ら
は
国
税
収
入
の
一
割
強
に
あ
た
る
地
租
を
地
方
税
に

委
譲
し
た
場
合
の
補
填
の
困
難
を
強
調
し
た
。
よ
う
や
く
建
議
案
の
線
で
党
議
を
ま
と
め
た
も
の
の
、
選
挙
権
拡
張
に
つ
い
て
は
い
ぜ
ん
慎
重

論
が
強
か
っ
た
。
普
選
案
討
論
の
直
前
、
二
月
一
二
β
の
幹
部
会
で
、
地
租
委
譲
の
関
係
で
普
選
実
現
に
力
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
書
せ
よ
と

の
意
見
は
、
今
日
は
両
者
を
切
離
し
て
取
扱
う
の
が
適
当
で
あ
る
と
の
議
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
（
大
朝
2
・
2
2
）
、
本
会
議
で
は
前
回
同
様
の
尚

早
論
が
繰
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
前
記
の
ご
と
く
、
普
選
派
二
六
人
組
の
中
に
は
、
鳩
山
一
郎
・
牧
野
良
三
・
一
宮
房
治
郎
ら
の

如
き
反
総
裁
派
の
陣
営
に
属
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
「
普
選
」
な
い
し
「
選
挙
権
の
大
拡
張
」
と
称
す
る
も
の
は
、
先
述
の
横

田
の
い
う
「
日
本
の
国
体
、
民
情
に
合
致
し
た
」
限
度
の
も
の
、
す
な
わ
ち
戸
主
あ
る
い
は
世
帯
主
だ
け
を
有
権
者
と
す
る
内
容
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
一
九
年
法
の
維
持
が
政
友
会
に
と
っ
て
も
困
難
と
な
っ
て
来
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　
憲
政
会
　
都
市
に
お
け
る
普
選
運
動
低
調
化
の
原
因
の
第
一
に
は
、
先
述
の
政
友
会
の
態
度
変
化
に
よ
り
近
い
将
来
普
選
が
実
現
さ
れ
る
と

い
う
期
待
感
を
民
衆
が
抱
い
た
こ
と
が
数
え
ら
れ
る
。
し
か
し
第
二
の
理
由
と
し
て
、
憲
政
会
が
民
衆
運
動
に
対
す
る
統
制
を
強
化
す
る
方
針

を
と
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
東
京
に
お
け
る
運
動
は
新
聞
記
者
聞
盟
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
憲
政
会
は
後
景
に
退
き
、
院
外
団

は
政
府
の
対
中
国
軟
弱
外
交
を
批
判
す
る
二
つ
の
演
説
会
を
主
催
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
二
月
二
三
罠
、
議
会
に
お
け
る
普
選
案
上
程
の
前
貝

東
京
で
は
数
千
の
地
方
普
選
団
体
代
表
者
を
交
え
て
参
加
者
一
〇
万
人
（
大
桑
2
・
2
4
、
お
よ
び
水
野
石
漢
『
普
選
運
動
血
涙
史
』
四
七
四
ペ
ー
ジ
）
と
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い
わ
れ
る
大
デ
モ
が
挙
行
さ
れ
、
翌
二
四
日
も
、
雪
申
一
万
五
千
人
（
国
民
2
・
2
6
）
が
芝
公
園
の
国
民
大
会
に
結
集
し
た
。
と
こ
ろ
が
普
選
案

審
議
の
さ
な
か
の
二
五
日
午
後
、
地
方
上
京
者
代
表
約
三
〇
〇
人
を
集
め
て
、
憲
政
会
総
務
小
泉
又
次
郎
は
次
の
よ
う
な
提
議
を
行
っ
た
（
同

上
四
八
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
吾
人
が
か
」
る
立
憲
的
行
動
に
出
て
当
然
要
求
す
べ
き
権
利
を
要
求
し
て
居
る
の
に
政
友
会
は
今
議
会
に
於
い
て
未
だ
に
尚
早
論
を
唱
へ
反
対
し
て
居
る
。

　
こ
の
有
様
で
は
今
議
会
で
は
到
底
目
的
を
達
す
る
事
は
出
来
な
い
。
こ
の
上
吾
人
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
遂
に
は
誠
に
忍
む
べ
き
手
段
に
訴
へ
て

　
や
る
よ
り
外
に
途
は
な
い
。
で
私
と
し
て
は
民
衆
運
動
は
こ
れ
を
二
っ
て
打
ち
切
り
、
各
自
己
の
職
業
に
就
き
、
普
選
案
に
就
て
は
凡
て
院
内
代
議
士
に
一

　
任
さ
れ
た
い
と
思
ふ
。

　
こ
の
運
動
打
切
動
議
を
不
満
と
し
て
神
戸
や
広
島
の
代
表
は
退
場
せ
ん
ば
か
り
の
勢
を
示
す
な
ど
（
国
民
2
・
2
7
）
、
賛
否
両
論
は
げ
し
く
争

っ
た
が
結
局
小
泉
の
提
案
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
院
内
で
は
二
八
日
ま
で
普
選
討
論
が
継
続
し
て
い
る
の
に
、
院
外
の
民
衆

運
動
は
不
在
と
い
う
奇
観
を
呈
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
前
議
会
で
「
独
立
の
生
計
」
を
棄
て
、
公
然
と
普
選
運
動
を
鼓
吹
す
る
こ
と
で
政
友
会
の
地
盤
を
破
り
、
世
論
を
背
景
に
政
権
を
獲
得
せ
ん

と
の
姿
勢
を
み
せ
た
憲
政
会
で
あ
っ
た
が
、
今
議
会
で
は
こ
の
よ
う
に
民
衆
運
動
の
激
化
を
む
し
ろ
押
さ
え
る
方
針
を
と
っ
た
。
こ
の
消
極
化

は
政
権
に
対
す
る
思
惑
が
か
ら
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
記
の
よ
う
に
現
内
閣
が
成
立
し
た
と
き
、
も
し
加
藤
友
三
郎
が
首
相

指
名
を
辞
す
れ
ば
、
元
老
は
加
藤
高
明
を
指
名
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
憲
政
会
内
閣
の
可
能
性
が
皆
無
で
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

　
一
九
二
二
年
末
加
藤
首
相
の
病
で
政
変
近
し
の
情
報
が
流
れ
た
と
き
、
憲
政
会
内
に
は
普
選
主
張
を
と
り
や
め
よ
う
と
い
う
説
が
お
こ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

元
老
に
迎
合
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
か
つ
て
の
普
選
派
は
反
発
の
気
勢
を
示
し
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
憲
政
会
幹
部
と
し
て
は
、

党
内
の
融
和
の
た
め
に
も
、
元
老
に
嫌
わ
れ
ぬ
た
め
に
も
、
ま
た
政
権
獲
得
の
後
に
備
え
る
た
め
に
も
、
表
向
き
民
衆
煽
動
者
の
名
を
避
け
、

し
か
も
民
衆
を
手
中
に
お
さ
め
る
方
策
、
す
な
わ
ち
民
衆
運
動
の
統
舗
利
用
に
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
具
体
策
は
各
地
の
市
民
政
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社
・
農
民
政
社
を
憲
政
会
の
傘
下
に
組
入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
一
九
二
三
年
秋
の
い
っ
せ
い
府
県
会
議
員
選
挙
に
そ
な
え
、
憲
政
会
本
部
が
支
部
に
発
し
た
次
の
文
書
に
は
、
右
の
意
図
が
読
み
と
れ
る
。

　
　
　
「
第
一
　
全
国
青
年
団
之
利
用
軸
距
在
郷
軍
人
団
利
用
墨
筆
」
（
安
達
謙
蔵
案
）
。
　
「
地
方
青
年
ノ
九
分
眼
識
レ
モ
非
政
友
気
分
二
満
チ
居
ル
ヲ
以
テ
、
導

　
キ
如
何
二
軍
テ
ハ
之
が
統
一
的
ノ
利
用
ハ
至
難
二
宮
ズ
。
ソ
ノ
具
体
策
ト
シ
テ
ハ
、
一
、
候
補
者
ニ
ハ
可
成
青
年
団
体
ノ
団
長
級
ノ
幹
部
ヲ
出
ス
コ
ト
、
二
、

　
各
支
部
内
ノ
非
政
友
青
年
ノ
調
査
ヲ
至
急
支
部
長
二
委
嘱
シ
テ
回
答
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
、
三
、
外
罰
　
在
郷
軍
入
団
ノ
利
用
ハ
コ
ノ
際
最
モ
時
期
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ

　
ナ
リ
。
」
　
「
特
別
賜
金
問
題
ハ
多
数
ノ
在
郷
軍
人
ヲ
冷
遇
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
非
政
友
熱
盛
ソ
ナ
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
須
ラ
ク
之
ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト
極
月
テ
有

　
利
ナ
リ
。
」
「
第
二
　
罠
衆
警
察
利
用
ノ
件
」
　
（
河
野
広
中
案
）
。
　
「
組
織
ノ
内
容
ハ
主
ト
シ
テ
各
地
非
政
友
青
年
団
中
ヨ
リ
成
り
、
之
レ
ニ
普
選
案
当
時
地

　
方
ヨ
リ
上
京
セ
シ
所
謂
政
治
狂
ノ
青
年
併
二
中
央
ヨ
リ
院
外
団
ノ
腕
力
者
数
名
宛
ヲ
参
加
セ
シ
メ
テ
一
重
五
十
名
尊
霊
百
獣
ノ
一
団
ト
シ
…
…
」
。

　
本
部
の
方
針
に
こ
た
え
、
憲
政
会
地
方
支
部
は
ぬ
か
り
な
く
市
民
政
社
・
農
民
政
社
に
さ
ま
ざ
ま
の
援
助
を
与
え
る
。
烏
取
立
憲
青
年
会
の

場
合
そ
の
典
型
で
、
同
年
五
月
の
市
会
議
員
選
挙
は
、
政
友
系
の
大
成
会
と
立
憲
青
年
会
の
聞
に
争
わ
れ
、
定
員
三
〇
名
中
、
青
年
会
は
従
来

の
三
名
か
ら
一
三
名
へ
と
一
挙
に
議
員
数
を
ふ
や
し
た
。
憲
政
会
支
部
が
財
政
上
の
援
助
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
本
部
も
永
井
柳
太
郎
・

山
道
嚢
一
・
田
中
武
雄
と
い
っ
た
雄
弁
家
と
し
て
知
ら
れ
る
若
手
代
議
士
を
応
援
に
派
遺
し
た
（
鳥
取
新
報
五
月
分
お
よ
び
『
米
原
章
三
伝
』
六
ニ
ペ

ー
ジ
）
。
こ
う
し
て
憲
政
会
は
次
々
と
既
成
の
市
民
三
社
・
農
民
政
論
を
傘
下
に
お
さ
め
、
か
つ
類
似
の
組
織
を
つ
く
り
出
し
た
。
新
潟
県
の

ご
と
き
、
同
年
七
月
現
在
、
憲
政
会
の
「
諸
先
輩
の
指
導
を
受
け
つ
＼
」
　
「
非
政
友
と
し
て
活
動
せ
る
も
の
」
と
し
て
次
の
団
体
名
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
い
わ
く
、
刈
羽
青
年
党
・
長
岡
革
進
会
・
新
潟
青
年
党
・
北
魚
沼
青
年
党
・
三
島
郡
青
年
党
・
中
蒲
原
青
年
同
盟
団
・
中
魚
沼
交

友
会
・
西
頸
誠
立
憲
青
年
党
・
南
蒲
原
同
志
会
・
加
茂
町
日
進
倶
楽
部
・
北
蒲
原
水
原
憲
政
倶
楽
部
・
北
蒲
原
立
憲
力
行
会
（
山
田
毅
一
「
北
陸

遊
説
閑
話
」
『
憲
政
』
六
巻
八
号
）
。
こ
の
よ
う
な
憲
政
会
の
努
力
が
実
っ
て
、
翌
年
五
月
の
次
の
総
選
挙
で
は
、
鳥
取
で
は
定
員
四
名
を
憲
政
会

が
独
占
し
（
従
来
は
政
友
二
、
康
申
一
一
政
友
系
、
憲
政
一
）
、
新
潟
県
で
は
憲
政
会
得
、
政
友
会
三
、
政
友
本
党
二
、
革
新
ク
一
、
無
所
属
二
（
憲

政
四
、
政
友
一
〇
、
国
民
一
二
）
と
な
る
。
こ
の
選
挙
で
憲
政
会
の
議
員
数
を
一
〇
三
か
ら
一
五
一
に
増
加
さ
せ
た
の
は
、
政
友
会
の
分
裂
に
よ
る
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漁
夫
の
利
の
み
で
は
な
か
っ
た
。

①
轡
虫
倶
楽
部
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
木
坂
順
一
郎
「
革
新
倶
楽
部
論
」
（
井

　
上
清
編
『
大
正
期
の
政
治
と
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
所
収
）
を
み
よ
。

②
　
前
掲
小
論
¶
普
選
運
動
の
復
活
」
　
（
『
日
木
史
研
究
』
二
四
四
号
）
参
照
。

③
　
一
九
二
二
年
＝
一
月
二
六
日
、
松
本
剛
吉
が
上
原
勇
作
に
示
し
た
政
界
情
報
に

　
は
次
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。
　
「
憲
政
会
に
当
て
は
以
上
の
如
き
事
情
（
加
藤

　
首
相
の
病
気
に
よ
る
政
変
説
－
松
尾
）
に
よ
り
熟
締
主
義
を
執
り
、
普
選
説
を
・
甲

　
止
す
へ
し
と
云
ふ
者
を
生
し
来
れ
り
。
其
理
由
　
西
公
、
松
公
、
平
田
伯
等
が
普

　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
選
を
澤
は
あ
る
に
よ
り
、
之
に
趣
合
せ
ん
が
為
め
な
り
。
又
之
に
対
し
小
泉
又
次

　
郎
　
派
は
若
手
新
期
開
記
血
砲
を
今
二
十
｛
ハ
門
口
夜
露
犬
｛
學
に
招
当
。
、
大
に
之
ψ
磐
煽
動
し

　
て
普
選
促
進
の
気
勢
を
揚
げ
牽
制
運
動
を
為
さ
ん
と
し
つ
区
あ
り
と
の
報
あ
り
。

　
又
憲
政
会
総
務
中
陰
に
平
田
伯
を
訪
問
す
る
者
あ
り
と
伝
ふ
」
。
　
（
『
上
原
勇
作
関

　
係
文
書
』
五
二
〇
ペ
ー
ジ
）
。

④
　
東
京
毎
日
通
信
社
桜
井
貢
が
、
後
藤
新
平
に
送
っ
た
「
憲
政
会
府
県
会
議
員
選

　
挙
大
綱
併
に
地
方
支
部
に
発
し
た
る
通
知
書
」
　
（
翠
霞
二
七
日
付
、
東
京
市
政
調

　
査
会
蔵
『
後
藤
新
平
文
書
臨
の
う
ち
）
。
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4

無
産
勢
力
と
普
選
問
題

　
第
四
六
議
会
で
普
選
が
討
議
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

首
都
の
普
選
運
動
の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
翌
日
の
『
国
民
』
（
2
・
2
6
）
は
、
そ
の
社
説

　
　
「
元
来
普
通
選
挙
を
実
行
す
る
為
に
議
会
に
依
頼
す
る
事
は
、
徹
頭
徹
尾
矛
盾
で
あ
る
」
。
「
何
と
な
れ
ば
衆
議
院
は
有
権
者
を
代
表
す
る
団
体
で
あ
る
。

故
に
彼
等
は
既
に
有
っ
て
み
る
階
級
に
属
す
る
。
普
選
を
要
求
す
る
も
の
は
選
挙
権
を
有
た
ぬ
者
で
あ
る
。
彼
等
は
与
へ
ん
と
す
る
。
我
等
は
取
ら
ん
と
す

る
」
。
「
与
へ
ん
と
す
る
者
は
、
成
る
べ
く
温
和
し
く
、
平
穏
に
与
へ
ん
と
欲
す
る
で
あ
ら
う
」
。
「
普
通
選
挙
は
、
与
へ
ん
と
欲
す
る
者
の
微
温
的
な
熱
心
で

は
実
行
さ
れ
ぬ
。
取
ら
ん
と
欲
す
る
者
の
、
爆
く
が
如
き
熱
心
と
威
力
に
依
っ
て
、
始
め
て
実
行
さ
れ
る
。
か
く
し
て
実
行
さ
れ
て
こ
そ
、
普
選
は
真
に
価

値
あ
る
も
の
と
な
る
。
二
十
三
日
の
民
衆
行
列
、
二
十
四
B
の
函
民
大
会
は
柳
か
其
威
力
を
発
揮
し
た
。
併
し
之
が
焼
く
が
如
き
熱
を
発
揮
す
る
為
め
に
は

年
中
不
断
の
努
力
を
必
要
と
す
る
。
民
衆
の
組
織
的
団
結
を
必
要
と
す
る
。
普
選
案
の
運
命
如
何
に
関
は
ら
ず
、
将
来
の
大
事
業
の
辱
め
に
、
民
衆
は
民
衆

と
し
て
団
結
し
、
組
織
し
、
永
久
に
其
民
衆
的
運
動
を
継
続
す
べ
き
も
の
だ
」
。

右
の
社
説
は
既
成
政
党
と
は
別
個
の
政
治
勢
力
と
し
て
の
「
民
衆
」
の
組
織
的
結
集
を
要
請
し
て
い
た
。
民
衆
の
団
結
に
よ
っ
て
普
選
を
か
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ち
と
っ
て
こ
そ
、
普
選
議
会
に
お
い
て
民
衆
勢
力
が
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
洞
察
に
み
ち
た
提
言
が
行
わ
れ
た
と
き
、
　
「
民
衆
」
の

一
部
た
る
中
間
層
は
既
成
政
党
、
と
く
に
憲
政
会
の
下
に
吸
引
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
「
民
衆
」
の
主
力
を
占
め
る
無
産
大
衆
を
結
集

す
べ
き
組
織
体
、
す
な
わ
ち
労
働
組
合
お
よ
び
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
共
産
党
は
普
選
問
題
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
。
こ
れ
こ
そ
戦

前
日
本
の
無
産
勢
力
の
み
な
ら
ず
議
会
政
治
の
運
命
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
前
議
会
以
降
の
総
同
盟
の
動
向
を
み
よ
う
。
一
九
二
二
年
目
月
二
日
、
先
述
の
ご
と
く
普
選
運
動
放
棄
を
決
定
し
た
同
じ
関
西
同
盟
会

大
会
で
、
労
働
組
合
の
全
国
総
連
合
が
提
起
さ
れ
て
以
来
、
同
年
九
月
末
の
金
曜
労
働
組
合
総
連
合
大
会
の
分
裂
に
い
た
る
ま
で
、
い
わ
ゆ
る

ア
ナ
・
ボ
ル
対
立
が
激
化
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
全
国
組
織
問
題
で
は
総
同
盟
内
の
現
実
主
義
派
は
、
同
年
七
月
結
成
さ
れ

た
醤
本
共
産
党
を
中
心
と
す
る
ボ
ル
派
と
共
同
戦
線
を
張
っ
た
。
し
か
も
ボ
ル
派
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
口
で
政
治
戦
線
へ
の
進
出
を
唱
え
な

が
ら
普
選
否
認
の
態
度
を
と
っ
た
。
こ
の
た
め
同
年
一
〇
月
の
総
同
盟
一
〇
周
年
大
会
は
友
愛
会
創
立
以
来
の
綱
領
と
主
張
を
一
新
し
、
　
「
我

等
は
労
働
者
階
級
と
資
本
家
階
級
と
が
両
立
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
確
信
す
、
我
等
は
労
働
組
合
の
実
力
を
以
て
労
働
者
階
級
の
完
全
な
る
解

放
と
自
由
平
等
の
新
社
会
の
建
設
を
期
す
」
と
赤
色
労
働
組
合
さ
な
が
ら
の
綱
領
を
掲
げ
、
そ
の
主
張
か
ら
普
選
を
削
除
し
た
。

　
一
方
普
選
運
動
に
も
っ
と
も
熱
心
な
向
上
会
に
も
変
化
が
起
っ
た
。
八
月
六
日
遅
第
四
光
年
大
会
で
は
「
政
治
運
動
（
普
選
運
動
量
）
に
関
係

す
る
程
度
如
何
の
件
」
が
問
題
と
な
り
、
結
局
「
本
組
舎
本
来
の
目
的
た
る
労
働
運
動
に
差
支
な
き
範
囲
に
於
て
行
ふ
こ
と
偏
に
可
決
さ
れ
た

が
（
『
労
働
運
動
月
報
』
大
正
一
〇
年
八
月
分
）
、
こ
れ
は
会
長
八
木
信
一
ら
の
普
選
運
動
熱
中
に
水
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
幹
部
中
の
反
八
木
派

お
よ
び
総
同
盟
に
接
近
し
た
急
進
派
は
提
携
し
て
、
八
木
が
工
廠
を
甑
窟
さ
れ
た
の
を
機
会
に
会
長
排
斥
を
試
み
、
一
一
月
、
辞
任
に
追
込
ん

だ
。
こ
れ
に
憤
漏
し
た
八
木
派
は
分
裂
し
て
純
向
上
会
を
創
立
し
、
他
方
名
古
屋
支
部
は
こ
の
機
会
に
独
立
し
て
名
古
屋
向
上
会
を
創
立
。
会

員
五
千
名
を
越
し
た
屈
指
の
大
組
合
は
こ
こ
に
三
団
体
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
一
一
月
二
三
日
の
向
上
会
臨
時
大
会
は
「
普
選
運
動
は
弊
害

を
伴
ひ
易
き
政
治
家
と
は
一
切
提
携
せ
ず
、
純
真
な
る
労
働
者
を
以
て
行
は
ん
こ
と
を
期
す
」
と
決
議
し
、
運
動
離
脱
の
方
向
を
ほ
の
め
か
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
純
向
上
会
の
＝
月
二
六
日
の
発
会
式
で
、
八
木
会
長
は
「
普
選
実
行
の
た
め
に
は
将
来
政
党
と
も
学
生
と
も
商
人
と
も
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提
携
す
る
を
辞
せ
ず
飽
迄
其
実
行
を
期
す
べ
し
」
と
こ
れ
ま
で
同
様
の
方
針
で
臨
む
こ
と
を
就
任
の
挨
拶
と
し
た
（
同
上
、
大
正
一
一
年
二
月
分
）
。

　
第
四
六
議
会
下
に
お
け
る
労
働
運
動
側
の
対
普
選
問
題
態
度
に
つ
い
て
大
阪
市
社
会
課
編
『
労
働
組
合
運
動
』
（
大
正
一
三
年
）
は
い
う
（
一
六

四
－
一
六
五
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
大
正
十
二
年
の
前
半
期
に
あ
っ
て
は
我
労
働
組
合
の
多
く
は
普
選
運
動
に
対
し
専
ら
沈
黙
を
守
り
僅
か
に
純
向
上
会
が
各
所
に
演
説
会
を
催
し
て
其
気
勢

　
を
揚
げ
る
こ
と
に
努
め
た
の
み
で
あ
っ
た
。
然
も
其
演
説
会
の
如
き
昔
日
の
熱
な
く
同
年
二
月
十
日
中
ノ
島
公
園
で
催
さ
れ
た
面
向
上
層
主
催
の
普
選
要
求

　
の
示
威
運
動
は
漸
く
七
百
名
の
参
加
者
を
得
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
更
に
三
月
十
日
九
州
八
幡
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
官
業
労
働
総
同
盟
の
第
五
回
大
会

　
に
於
て
は
普
選
運
動
打
切
の
案
す
ら
提
出
せ
ら
れ
結
局
各
地
方
に
依
り
手
段
と
し
て
の
必
要
あ
る
が
故
に
各
団
体
の
自
由
意
思
に
委
す
こ
と
」
な
っ
た
。
然

　
も
七
月
三
十
日
挙
行
せ
ら
れ
た
官
業
労
働
関
西
同
盟
会
の
創
立
大
会
に
於
て
は
普
選
問
題
に
就
て
は
何
等
顧
み
ら
る
玉
と
こ
ろ
な
く
し
て
止
ん
だ
の
で
あ
っ

　
た
。
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こ
の
記
述
は
、
純
向
上
会
の
会
員
二
〇
〇
名
に
よ
る
普
選
祈
願
桃
山
陵
参
拝
デ
モ
（
一
月
二
八
賃
）
や
名
古
屋
労
働
連
盟
（
名
古
屋
労
働
者
協
会
、

自
由
労
働
者
組
合
・
鉄
工
場
労
働
組
合
・
W
p
労
働
組
合
）
に
よ
る
、
普
選
断
行
・
過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
反
対
演
説
会
の
開
催
（
一
月
＝
一
日
、
一

八
日
、
二
七
日
）
、
お
よ
び
東
海
普
選
断
行
連
盟
の
デ
モ
参
加
（
斉
藤
勇
『
名
古
屋
地
方
労
働
運
動
史
』
五
三
四
ペ
ー
ジ
以
下
）
を
書
き
も
ら
し
て
い
る

が
、
大
体
の
傾
向
を
つ
た
え
て
誤
り
な
い
。
当
時
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
全
国
水
平
社
も
、
三
月
の
第
二
回
大
会
に
お
い
て
、
　
「
普
選
に

関
す
る
件
」
を
「
現
代
の
政
治
を
認
め
ざ
る
水
平
社
が
、
無
産
階
級
を
堕
落
に
導
き
併
せ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
カ
イ
ラ
イ
に
過
ぎ
ざ
る
選
挙
権
は

獲
得
の
要
な
し
」
の
理
由
で
否
決
し
た
（
京
都
日
出
新
聞
3
・
3
）
。

　
と
こ
ろ
で
第
四
六
議
会
下
無
産
運
動
の
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
三
悪
法
（
過
激
社
会
運
動
取
締
法
・
労
働
組
合
法
・
小
作
争
議
調
停
法
）
反

対
運
動
の
全
国
的
展
開
で
あ
る
。
こ
こ
に
共
産
党
の
指
導
の
も
と
に
、
総
同
盟
系
ボ
ル
派
組
合
と
、
ア
ナ
系
労
働
組
合
お
よ
び
協
調
的
な
官
業

系
組
合
と
の
共
同
行
動
が
成
立
し
、
さ
ら
に
日
本
農
民
組
合
と
水
平
社
が
戦
列
に
加
わ
り
、
全
国
の
社
会
主
義
思
想
団
体
と
学
生
連
合
会
も
歩

調
を
揃
え
、
無
産
階
級
組
織
の
総
結
集
が
実
現
し
た
。
こ
の
運
動
は
一
九
二
〇
年
春
い
ら
い
三
年
ぶ
り
の
、
無
産
階
級
に
よ
る
政
治
運
動
で
あ



加藤友三郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

つ
た
（
拙
稿
「
一
九
二
三
年
の
三
悪
法
反
対
運
動
偏
渡
部
・
飛
鳥
井
編
『
日
本
社
会
主
義
運
動
史
論
』
所
収
）
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
運
動
は
奇
妙
に
も
、
名
古
歴
・
飯
田
な
ど
二
、
三
地
域
を
の
ぞ
き
、
同
時
期
に
展
開
さ
れ
て
い
る
普
選
運
動
と
ま
っ
た
く
関

係
を
も
た
な
か
っ
た
。
総
同
盟
の
ご
と
き
は
、
一
月
二
〇
日
の
中
央
委
員
会
で
、
三
悪
法
反
対
の
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
普
選
運

動
不
参
加
を
改
め
て
声
明
し
た
。

　
　
吾
人
が
議
会
主
義
に
反
対
な
る
事
は
、
既
に
明
か
で
あ
る
。
併
し
吾
人
は
醤
人
の
理
想
実
現
の
為
に
、
当
然
必
要
な
る
政
権
獲
得
運
動
、
即
ち
政
治
運
動

　
を
拗
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
。
吾
人
は
時
宜
に
適
し
た
最
も
有
効
な
る
政
治
運
動
と
経
済
運
動
と
を
敢
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ど
議
会
主
義
は
妥
協

　
的
で
あ
り
、
改
良
的
で
あ
る
。
故
に
爵
人
は
議
会
主
義
を
奉
ず
る
普
選
運
動
が
如
何
に
白
熱
化
し
て
も
、
唇
人
の
明
白
な
る
目
的
と
、
正
当
な
る
手
段
と
を

　
堅
く
取
っ
て
下
ら
な
い
も
の
な
る
事
を
藪
に
声
明
す
る
。

　
総
同
盟
機
関
誌
『
労
働
』
（
一
九
二
三
年
二
月
号
）
は
右
の
声
明
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
声
明
を
発
し
た
理
由
と
し
て
「
議
会
主
義
反
対
の
理
論

的
根
拠
の
変
遷
」
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
従
来
の
普
選
反
対
は
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
的
政
治
反
対
、
経
済
的
直
接
行
動
一
本
槍
の
見
地
か

ら
で
あ
っ
た
。
最
近
コ
、
ル
ク
ス
主
義
の
正
系
た
る
共
産
主
義
を
取
」
り
政
治
行
動
を
重
視
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
議
会
主
義
を
否
定

し
た
高
次
の
も
の
と
な
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
」
と
。
す
な
わ
ち
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
的
見
地
に
よ
る
普
選
運
動
反
対
が
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

産
主
義
的
見
地
に
よ
る
そ
れ
に
移
行
し
た
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
総
同
盟
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
か
か
る
見
地
を
と
ら
し
め
た
貝

本
共
産
党
の
対
普
選
態
度
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
小
著
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）

に
お
い
て
詳
論
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
要
約
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
加
藤
内
閣
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
創
立
さ
れ
た
日
本
共
産
党
内
で
は
、
い
ぜ
ん
山
川
均
・
佐
野
学
ら
の
、
無
産
階
級
の
議
会
参
加
は
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
権
力
を
安
定
さ
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
見
地
か
ら
の
普
選
運
動
参
加
反
対
論
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
二
年
一
一
月
の
日
本

共
産
党
綱
領
草
案
に
お
い
て
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
共
産
党
の
当
面
の
課
題
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
と
規
定
し
、
普
選
運
動
参
加
を
明
白
に
指
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
。
草
案
を
審
議
し
た
一
九
二
三
年
三
月
の
い
わ
ゆ
る
石
神
井
会
議
は
審
議
未
了
と
な
り
、
荒
畑
寒
村
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
派
遣
し
て
、
コ
ミ
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ソ
テ
ル
ソ
の
意
向
を
た
し
か
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
契
機
に
党
内
少
数
派
で
あ
っ
た
徳
田
球
一
、
猪
俣
津
南
雄
、
鈴
木
茂
三

郎
、
近
藤
栄
蔵
、
川
合
義
虎
ら
の
普
選
運
動
参
加
主
張
派
は
急
速
に
力
を
増
し
、
雰
普
選
派
を
圧
し
よ
う
と
し
た
矢
先
き
に
、
六
月
五
日
の
一

斉
検
挙
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
共
産
党
の
普
選
運
動
参
加
決
定
の
お
く
れ
が
、
無
産
階
級
の
普
選
運
動
参
加
を
妨
害
し
、
中

間
層
を
ひ
き
つ
け
る
ど
こ
ろ
か
、
無
産
階
級
の
広
汎
な
部
分
ま
で
も
既
成
政
党
の
側
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
　
警
醒
盈
中
央
委
員
八
名
の
う
ち
明
確
な
共
産
党
員
は
辻
井
民
之
助
だ
け
で
あ
っ

　
た
が
、
本
部
員
の
野
坂
参
三
が
山
本
懸
蔵
や
渡
辺
政
之
輔
ら
と
と
も
に
、
赤
色
労

　
働
組
合
プ
ロ
フ
ィ
ン
テ
ル
ン
の
川
本
支
部
を
つ
く
る
べ
く
「
レ
フ
ト
」
と
称
す
る

　
組
織
を
結
成
し
、
（
正
式
発
足
は
一
九
ご
三
年
三
月
遅
、
機
関
誌
『
労
働
組
合
』
を

　
発
行
す
る
な
ど
、
総
岡
盟
内
部
の
左
派
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
影
響
力
を
強
め
て
い
た
。

　
関
西
の
現
実
主
義
者
の
代
表
的
人
物
た
る
西
尾
末
広
さ
え
も
レ
フ
ト
の
一
員
で
あ

　
つ
た
こ
と
は
共
産
党
の
影
響
力
の
強
さ
を
物
語
る
（
千
本
秀
樹
「
日
本
労
働
総
同

　
盟
の
発
展
と
若
き
黛
の
酉
尾
末
広
」
『
人
文
学
報
』
4
8
）
。
た
だ
し
会
長
鈴
木
文
治

　
や
主
管
の
松
岡
駒
吉
ら
は
、
ア
ナ
派
へ
の
対
抗
上
こ
れ
ら
ボ
ル
派
と
友
好
関
係
に

　
あ
っ
た
も
の
の
、
現
実
主
義
的
組
合
主
義
者
た
る
本
質
は
変
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら

　
は
普
選
運
動
を
こ
そ
当
面
桓
否
し
た
が
、
普
選
そ
の
も
の
、
議
会
政
策
の
必
要
を

　
否
認
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
鈴
木
は
一
九
二
二
年
三
月
、
郷
黒
宮
誠
県

　
選
出
代
議
士
沢
来
太
郎
死
虫
に
と
も
な
う
補
選
に
あ
た
り
、
仙
台
市
の
有
志
よ
り

　
出
馬
要
請
を
受
け
、
意
大
い
に
動
い
た
が
、
総
同
盟
本
部
協
議
会
（
四
月
一
日
）

　
の
議
に
し
た
が
っ
て
見
送
っ
た
（
『
総
同
盟
五
十
年
史
』
第
笠
管
五
二
四
ぺ
…
ジ
）
。

　
鈴
木
は
翌
一
九
二
三
年
一
月
三
日
付
『
国
民
新
聞
』
に
「
直
接
行
動
よ
り
政
治
運

　
動
へ
」
の
一
文
を
寄
せ
、
　
「
普
選
は
単
に
時
間
の
問
題
」
と
観
測
し
、
実
現
の
と

　
き
に
は
日
本
の
労
働
者
は
山
川
均
な
ど
の
と
な
え
る
棄
権
論
を
排
し
、
労
鋤
党
を

　
つ
く
っ
て
議
会
に
進
出
す
る
だ
ろ
う
と
的
確
に
見
と
お
し
て
い
た
。

②
　
小
論
「
創
立
期
罠
本
共
産
党
に
つ
い
て
の
山
番
」
。
（
『
京
都
大
学
文
学
部
研
究

　
紀
要
』
1
9
、
一
九
七
九
年
）
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5

臨
時
法
制
審
議
会
へ
の
諮
問

　
第
四
六
議
会
閉
会
後
、
憲
・
革
両
派
お
よ
び
墨
壷
有
志
が
「
現
状
打
破
同
盟
」
結
成
に
着
手
し
、
五
月
二
五
目
発
起
人
会
を
、
つ
い
で
六
月

一
箇
日
に
は
千
唱
名
を
集
め
て
大
会
を
開
い
た
。
大
会
は
「
国
民
的
勢
力
を
結
合
し
て
政
界
の
現
状
を
打
開
」
す
る
こ
と
と
、
現
内
閣
の
倒
壊

を
期
す
こ
と
を
決
議
し
（
国
民
6
・
1
1
）
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
、
都
内
各
所
の
演
説
会
で
気
勢
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
実
行
委
員
は
貴
族
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

各
派
の
有
力
者
を
訪
問
し
て
働
き
か
け
た
。
こ
の
同
盟
は
、
か
つ
て
の
普
選
運
動
の
熱
心
家
が
中
心
で
「
野
党
合
同
の
素
地
を
作
ら
ん
が
為
の

運
動
」
と
取
沙
汰
さ
れ
た
（
東
朝
社
説
6
・
6
）
Q



加藤友三郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

　
こ
の
運
動
は
次
期
山
本
内
閣
下
の
新
党
結
成
運
動
に
接
続
す
る
が
、
　
一
方
、
政
府
の
選
挙
法
改
革
作
業
は
着
々
と
進
行
し
、
衆
議
院
議
員
選

挙
法
調
査
会
は
四
月
七
日
再
開
さ
れ
て
以
来
毎
週
会
合
を
重
ね
、
六
月
一
九
日
、
内
相
水
野
錬
太
郎
は
調
査
会
長
と
し
て
そ
の
結
果
を
首
相
に

答
申
、
同
月
二
三
日
閣
議
は
選
挙
法
改
正
を
臨
時
法
制
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ
と
に
決
し
た
（
国
民
6
・
2
5
）
。

　
こ
の
速
や
か
な
進
行
は
前
記
法
相
岡
野
敬
次
郎
一
派
の
画
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
議
会
の
終
了
し
て

未
だ
幾
許
も
経
た
ぬ
頃
」
、
首
相
の
意
を
受
け
て
岡
野
（
実
際
の
起
華
者
は
馬
場
）
が
作
成
し
た
「
新
施
政
二
関
ス
ル
調
査
“
の
中
に
「
衆
議
院
議

員
選
挙
法
ノ
改
正
ヲ
促
進
ス
ル
コ
ト
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
『
馬
場
鋏
一
応
』
二
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
所
謂
普
通
選
挙
問
題
即
チ
衆
議
院
議
員
選
挙
権
ノ
拡
張
ヲ
主
ト
ス
ル
選
挙
法
ノ
改
正
ハ
最
早
時
期
ノ
問
題
ト
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
、
政
府
ハ
此
ノ
際
現
在
ノ
選

　
挙
法
調
査
会
ヲ
促
進
セ
シ
メ
適
当
ノ
時
期
二
之
ヲ
打
切
リ
、
更
二
之
ヲ
法
制
審
議
会
ノ
審
議
二
方
シ
テ
改
正
法
律
案
ヲ
作
製
セ
シ
ム
ベ
シ
、
而
シ
テ
改
正
案

　
施
行
ノ
期
日
陶
画
キ
テ
ハ
最
モ
慎
重
ノ
考
慮
ヲ
要
シ
、
之
ヲ
明
年
ノ
総
選
挙
ヨ
リ
ト
為
ス
コ
ト
ハ
、
実
施
準
備
其
ノ
他
ノ
関
係
上
早
キ
ニ
失
ス
ル
ノ
嫌
ア
ル

　
ヲ
以
テ
、
少
ク
ト
モ
次
次
回
ノ
総
…
選
挙
、
即
チ
普
通
ナ
レ
バ
大
正
十
七
年
・
頃
ノ
訟
軸
選
挙
ヨ
リ
出
乗
施
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ベ
シ
。

　
さ
て
、
右
の
方
針
で
作
成
さ
れ
た
調
査
会
の
答
申
は
第
一
節
選
挙
権
、
第
二
節
被
選
挙
権
、
第
三
節
選
挙
ノ
方
法
、
第
四
節
選
挙
運
動
ノ
取

締
、
第
五
節
選
挙
ノ
効
力
、
第
六
節
罰
測
の
六
節
か
ら
成
立
っ
て
い
た
。
眼
目
の
「
選
挙
権
」
で
は
、
納
税
要
件
の
無
条
件
撤
廃
は
答
申
さ
れ

な
か
っ
た
。
ω
「
独
立
ノ
生
計
ヲ
営
ミ
且
直
接
国
税
、
直
接
北
海
道
地
方
税
、
直
接
府
県
税
又
ハ
直
接
市
町
村
税
ヲ
納
ム
ル
者
二
対
シ
選
挙
権

ヲ
与
フ
ル
」
説
と
、
②
「
独
立
ノ
生
計
ヲ
営
ム
者
二
対
シ
選
挙
権
ヲ
与
フ
ル
」
説
と
両
説
あ
り
「
両
説
可
否
ヲ
決
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
シ
テ
終
レ
リ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ω
説
は
「
独
立
ノ
生
計
」
は
「
事
実
認
定
因
難
ナ
ル
ヘ
シ
」
の
論
拠
で
、
最
低
限
度
の
納
税
要
件
を
つ
け
る
こ

と
を
主
張
し
、
公
民
権
所
有
老
の
み
に
有
権
者
を
拡
大
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
有
権
老
は
約
七
五
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
た
。
②
説
は
、
地
方
税

な
ど
を
標
準
と
す
れ
ば
「
艶
種
ノ
異
ナ
ル
ニ
従
ヒ
地
方
謀
臣
リ
選
挙
権
ノ
得
喪
二
相
違
ヲ
生
シ
」
、
ま
た
「
独
立
ノ
生
計
」
は
「
地
方
制
度
多
年

ノ
経
験
二
依
リ
」
認
定
で
き
る
と
称
し
、
こ
の
場
合
有
権
者
は
約
九
五
〇
万
人
と
な
る
。

　
答
申
は
さ
ら
に
「
勅
令
ヲ
以
テ
指
定
ス
ル
中
等
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
藁
縄
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
之
ト
岡
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
認
ム
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ル
者
」
に
つ
い
て
は
、
独
立
の
生
計
を
営
ま
な
く
て
も
有
権
者
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
数
は
約
言
〇
万
人
で
あ
る
（
衆
議
院
議
員
選
挙
法
調

査
会
『
選
挙
権
二
関
ス
ル
調
査
資
料
』
二
七
ペ
ー
ジ
以
下
）
。
他
の
年
令
・
性
・
住
所
・
兵
役
義
務
完
了
者
・
戸
主
・
欠
格
者
等
の
項
目
に
つ
い
て
は

現
行
法
通
り
と
し
た
。

　
「
被
選
挙
権
」
の
項
で
は
、
年
令
を
三
〇
年
か
ら
二
五
年
に
低
下
す
る
こ
と
、
特
定
の
官
吏
以
外
に
は
被
選
挙
権
を
与
え
ぬ
こ
と
、
議
員
と

府
県
議
と
の
兼
職
を
認
め
る
こ
と
が
主
要
な
改
正
点
で
、
か
ね
て
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
宗
教
師
や
小
学
校
教
員
に
は
現
行
法
通
り
、
与
え

ら
れ
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。
　
「
選
挙
ノ
方
法
」
で
は
、
区
欄
は
現
行
の
小
選
挙
区
制
を
維
持
す
る
ほ
か
、
比
例
代
表
制
に
つ
い
て
は
「
適
当
ナ
ル

方
法
ア
ラ
バ
更
二
研
究
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
る
。
ま
た
野
党
の
要
求
を
入
れ
て
小
学
校
の
無
料
使
用
、
郵
便
の
無
料
発
送
（
一
回
）
と
選
挙
公
営
色

が
生
ま
れ
た
一
方
、
供
託
金
（
千
円
）
と
選
挙
費
用
の
決
算
報
告
が
要
求
さ
れ
、
選
挙
統
制
色
が
濃
く
な
っ
た
。
　
「
選
挙
運
動
ノ
取
締
」
で
は
戸

別
訪
問
は
自
由
と
さ
れ
た
が
、
選
挙
事
務
所
お
よ
び
運
動
員
の
磨
出
と
数
の
制
限
が
は
じ
め
て
登
場
し
た
。
　
「
選
挙
ノ
効
力
」
と
「
罰
則
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

当
面
現
行
法
通
り
と
し
、
他
の
部
分
の
決
定
を
ま
っ
て
研
究
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
答
申
に
あ
た
り
調
査
会
は
当
然
議
会
・
枢
密
院
方
面
の
意
向
を
考
慮
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
答
申
が
納
税
要
件
の
無
条

件
撤
廃
を
否
定
し
た
の
は
、
政
友
会
を
与
党
と
す
る
官
僚
内
閣
と
し
て
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
。
ま
た
選
挙
取
締
主
義
が
浮
か
び
上
っ
た
の

も
こ
の
答
申
の
一
特
色
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
単
な
る
官
僚
的
発
想
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
有
権
者
の
増
加
と
と
も
に
選
挙
費
用
の
増
大
が

予
想
さ
れ
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
選
挙
競
争
の
自
由
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
、
既
成
政
党
に
も
異
存
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
護
憲

三
派
内
閣
の
普
選
法
に
お
い
て
も
、
こ
の
取
締
主
義
が
拡
大
、
定
着
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
政
府
は
臨
時
法
制
審
議
会
へ
の
諮
問
に
そ
な
え
て
、
審
議
会
委
員
の
補
充
、
さ
ら
に
臨
時
委
員
お
よ
び
幹
事
の
人
選
を
急
ぎ
、
政
党
関

係
委
員
は
各
党
の
推
薦
を
待
ち
、
七
月
六
日
こ
れ
を
公
表
し
た
（
○
印
は
主
査
委
員
）
。

　
　
総
裁
　
穂
積
陳
重
（
枢
密
顧
問
官
－
以
下
「
枢
」
と
略
す
）
、
副
総
裁
　
平
沼
駿
一
郎
（
大
審
院
長
）
、
委
員
　
岡
野
敬
次
郎
（
司
法
大
臣
）
・
水
野
錬

　
太
郎
（
内
務
大
隠
）
・
富
井
政
章
（
枢
）
・
○
倉
富
勇
三
郎
（
同
上
）
・
○
鈴
木
喜
三
郎
（
検
事
総
長
）
・
阪
谷
芳
郎
（
貴
族
院
議
員
1
…
以
下
「
貴
」
と
略
す
、
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加藤友薫郎内閣期の選挙法改正問題（松尾）

　
公
正
会
）
・
○
江
木
千
之
（
貴
・
茶
話
会
）
・
○
松
室
致
（
貴
・
研
究
会
）
・
豊
島
直
通
（
大
審
院
判
事
）
・
小
山
松
吉
（
大
審
院
検
事
）
・
○
美
濃
部
達
吉
（
東

　
大
教
授
）
・
○
井
上
孝
哉
（
内
務
次
官
）
・
牧
野
菊
之
助
（
大
審
院
判
事
）
・
○
馬
場
鋏
一
（
法
制
局
長
官
・
貴
・
研
究
会
）
・
○
山
内
確
三
郎
（
司
法
次
官
）
・

　
○
宮
田
光
雄
（
内
閣
書
記
官
長
）
・
加
太
邦
憲
（
貴
・
研
究
会
）
・
○
松
田
源
治
（
衆
議
院
議
員
　
　
以
下
「
衆
」
と
略
す
、
政
友
会
）
・
横
田
千
之
助
（
衆
・

　
政
友
会
）
・
○
花
井
卓
蔵
（
貴
・
交
友
倶
楽
部
）
・
○
小
川
平
吉
（
衆
・
政
友
会
）
・
○
関
直
彦
（
衆
・
革
新
倶
楽
部
）
・
磯
部
四
郎
（
貴
・
交
友
倶
楽
部
）
・
松

　
本
蒸
治
（
満
鉄
副
社
長
）
・
○
鵜
沢
総
量
（
衆
・
政
友
会
）
・
鈴
木
富
士
弥
（
衆
・
憲
政
会
）
・
江
木
衷
（
弁
護
士
）
・
原
嘉
道
（
弁
護
士
）

　
　
臨
時
委
員
　
窪
田
静
太
郎
（
行
政
裁
判
所
長
官
）
・
寓
谷
銑
太
郎
（
貴
・
研
究
会
）
・
横
田
秀
雄
（
大
審
院
長
）
・
○
赤
司
鷹
一
郎
（
文
部
次
官
）
・
清
水
澄

　
　
（
行
政
裁
判
所
評
定
官
）
・
○
小
野
塚
喜
平
次
（
東
大
教
授
）
・
松
岡
義
正
（
大
審
院
判
事
）
・
三
宅
徳
業
（
行
政
裁
判
所
評
定
官
）
・
○
市
村
光
恵
（
京
大
教

　
授
）
・
河
村
譲
三
郎
（
貴
・
交
友
ク
）
・
小
山
温
（
元
司
法
次
官
・
弁
護
士
）
・
和
田
豊
治
（
貴
・
研
究
会
・
富
士
紡
社
長
）
・
堀
田
正
憧
（
貴
・
研
究
会
）
・

　
○
下
岡
忠
治
（
衆
・
憲
政
会
）
・
○
湯
浅
倉
平
（
貴
・
同
成
会
）
・
○
板
倉
勝
憲
（
貴
・
研
究
会
）
・
仁
井
田
益
太
郎
（
東
大
教
授
）
・
中
西
六
三
郎
（
衆
・
政

　
友
会
）
・
宮
古
啓
三
郎
（
衆
・
政
友
会
）
・
団
琢
磨
（
三
井
合
名
理
事
長
）
・
林
毅
陸
（
衆
・
政
友
会
）
・
稲
畑
勝
太
郎
（
大
阪
商
業
会
議
所
会
頭
）
・
○
郷
誠

　
之
助
（
貴
・
公
正
会
）
・
○
関
和
知
（
衆
・
憲
政
会
）
・
○
鳩
山
一
郎
（
衆
・
政
友
会
）
・
森
下
亀
太
郎
（
衆
・
庚
申
ク
）
・
○
副
島
義
一
（
衆
・
無
）
・
南
鼎
三

　
　
（
衆
・
康
申
ク
）
・
清
瀬
一
郎
（
衆
・
革
新
ク
）
・
平
野
光
雄
（
衆
・
革
新
ク
）

臨
時
蒲
審
議
会
に
つ
い
て
の
研
窪
ま
・
た
春
在
し
な
や
し
た
が
・
て
こ
こ
で
輩
の
説
明
を
し
て
お
姦
要
が
あ
る
・
こ
の
会
は

原
敬
が
首
相
の
と
き
、
陪
審
法
実
現
の
一
手
段
と
し
て
新
設
し
た
首
相
直
属
の
諮
問
機
関
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
七
月
八
日
勅
令
第
三
三
二
号

を
も
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
臨
時
法
制
審
議
会
官
制
漏
に
よ
れ
ば
、
第
～
条
と
し
て
こ
の
会
は
「
内
閣
総
理
大
臣
ノ
監
督
二
属
シ
其
ノ
諮
訥
二
応

ジ
テ
法
律
制
度
ヲ
調
査
審
議
ス
」
と
あ
り
、
総
裁
・
副
総
裁
各
一
名
お
よ
び
委
員
三
〇
人
以
内
で
組
織
さ
れ
、
　
「
特
別
ノ
事
項
ヲ
調
査
審
議
ス

ル
為
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
臨
時
委
員
ヲ
置
ク
」
こ
と
が
で
き
た
（
第
二
条
）
。
こ
れ
ら
の
委
員
は
す
べ
て
心
慮
の
奉
呈
に
よ
り
内
閣
が
任
命
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

　
審
議
会
の
特
質
は
、
政
府
高
官
に
配
す
る
に
、
重
要
法
律
の
立
法
化
に
際
し
、
必
ず
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
関
門
た
る
、
枢
密
院
・
貴
族
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院
お
よ
び
衆
議
院
よ
り
数
名
ず
つ
の
委
員
を
選
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
審
議
さ
れ
た
法
案
は
、
朝
野
の
名
士
に
よ
り
検

討
を
受
け
た
と
い
う
辛
味
を
も
ち
、
こ
こ
で
賛
意
を
表
し
た
委
員
は
そ
の
属
す
る
各
機
関
で
、
法
案
通
過
の
た
め
尽
力
を
す
べ
き
道
義
的
選
任

を
負
う
と
い
う
効
果
も
ま
た
生
じ
た
。
明
治
憲
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
裁
判
へ
の
民
衆
参
加
を
う
た
う
陪
審
法
が
、
曲
り
な
り
に
も
実

施
の
運
び
と
な
っ
た
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
こ
の
審
議
会
に
諮
問
し
た
と
い
う
緒
戦
の
戦
術
に
成
功
し
た
こ
と
が
大
い
に
与
っ
て
い
る
。
、

　
と
こ
ろ
で
加
藤
首
相
が
「
諮
問
第
五
号
」
と
し
て
選
挙
法
を
提
出
し
た
と
き
、
そ
の
態
度
は
、
陪
審
法
に
お
け
る
原
首
相
と
は
い
さ
さ
か
異

な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
は
第
一
回
の
審
議
会
総
会
の
席
上
明
確
に
陪
審
法
に
つ
い
て
「
我
国
モ
憲
法
政
治
ノ
今
日
二
於
テ
ハ
此

制
度
ヲ
採
用
ス
ル
ヲ
以
テ
最
モ
適
当
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
信
ス
」
と
所
信
を
の
べ
「
政
府
ハ
諸
君
ヲ
井
守
シ
テ
陪
審
制
度
ヲ
確
立
セ
ソ
コ
ト
ヲ
希
望

ス
」
と
、
当
初
か
ら
陪
審
制
成
立
の
た
め
の
協
力
を
要
請
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
加
藤
の
場
合
、
諮
問
の
内
容
か
ら
し
て
「
衆
議
院
議
員

選
挙
法
ヲ
、
改
正
ス
ル
ノ
要
ア
リ
ヤ
否
や
、
要
ア
リ
ト
セ
バ
ソ
ノ
要
項
如
何
」
と
い
う
、
　
「
白
紙
主
義
」
（
大
朝
7
・
1
0
）
の
立
場
で
あ
る
。
七

月
一
〇
日
の
審
議
会
席
上
の
首
相
演
説
で
は
こ
の
点
さ
ら
に
明
白
で
、
　
「
詳
細
ナ
ル
調
査
ト
研
究
ト
ヲ
遂
ゲ
シ
メ
タ
」
が
何
分
に
も
選
挙
法
の

改
正
は
「
影
響
頗
ル
大
」
だ
か
ら
「
広
ク
朝
野
ノ
衆
知
ヲ
聚
メ
之
力
改
正
ノ
要
否
ト
方
法
ト
ヲ
諮
り
以
テ
更
二
号
ノ
慎
重
ナ
ル
攻
究
ヲ
尽
ス
ノ

必
要
ヲ
認
メ
」
た
と
の
べ
、
　
「
慎
重
審
議
」
を
要
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
と
加
藤
と
の
差
は
、
政
友
会
と
い
う
多
数
党
の
総
裁
首
相
と
、

同
じ
政
友
会
を
与
党
と
し
な
が
ら
も
そ
の
意
向
を
た
え
ず
う
か
が
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
官
僚
内
閣
首
相
と
の
差
に
も
と
つ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
政
府
は
政
友
会
に
対
す
る
配
慮
か
ら
白
紙
主
義
を
も
っ
て
審
議
会
に
の
ぞ
ん
だ
が
、
真
意
は
も
と
よ
り
現
行
法
の
改
正
に
あ
り
、

そ
の
眼
目
は
、
普
通
選
挙
の
即
行
で
は
な
く
、
有
権
者
の
拡
張
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
審
議
会
は
最
初
か
ら
普
選
派

の
攻
撃
に
始
ま
っ
た
。
先
述
の
首
相
演
説
に
対
し
、
革
新
ク
の
関
直
彦
は
、
政
府
は
次
の
第
四
七
議
会
に
改
正
案
を
提
出
す
る
か
と
問
い
、
首

相
は
そ
の
意
思
は
あ
る
が
、
審
議
会
の
進
行
状
態
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
断
言
は
で
き
ぬ
と
逃
げ
た
。
そ
こ
で
関
は
、
選
挙
法
は
す
で
に
議

会
で
充
分
研
究
ず
み
で
あ
り
、
ま
た
純
粋
な
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
諮
問
機
関
に
こ
の
政
治
問
題
を
諮
問
す
る
の
は
不
当
だ
と
非
難
し
た
が
、

首
相
は
選
挙
法
も
一
個
の
法
律
で
、
ま
だ
研
究
の
余
地
あ
り
、
こ
れ
を
審
議
会
に
か
け
る
の
は
不
当
で
な
い
と
突
っ
ぱ
ね
た
。
つ
い
で
庚
申
ク
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の
南
鼎
三
は
、
い
か
に
も
院
内
最
左
派
ら
し
く
、
委
員
に
実
業
家
・
商
工
業
者
が
参
加
し
て
い
る
の
に
、
労
働
者
お
よ
び
農
業
老
の
代
表
が
入

っ
て
な
い
こ
と
の
片
手
落
ち
を
追
及
し
、
首
相
は
審
議
の
過
程
で
必
要
と
な
っ
た
ら
追
加
を
考
慮
す
る
と
穏
や
か
に
答
え
た
（
以
上
東
朝
7
．
1
1

お
よ
び
国
民
7
・
1
2
）
。

　
以
上
の
質
問
終
了
後
穂
積
総
裁
が
主
査
委
員
二
六
名
を
指
名
し
た
。
枢
密
院
一
名
、
政
府
高
官
六
名
、
大
学
教
授
三
名
、
貴
族
院
八
名
、
衆

議
院
八
名
で
あ
る
（
前
記
名
簿
参
照
）
。
主
査
委
員
会
は
同
日
ひ
き
つ
づ
い
て
開
会
さ
れ
、
委
員
長
に
は
花
井
卓
蔵
の
発
議
で
異
議
な
く
倉
富
勇

三
郎
が
決
定
し
た
。
と
り
あ
え
ず
次
回
の
日
取
り
を
き
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
普
選
派
と
反
普
選
派
の
小
競
合
が
早
く
も
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

た
。
下
岡
忠
治
は
「
選
挙
法
問
題
ハ
輿
論
ノ
焼
点
ト
ナ
リ
居
ル
ニ
付
、
速
二
之
ヲ
議
了
ス
ル
必
要
ア
リ
、
暑
中
モ
勉
強
シ
テ
審
議
ス
ヘ
シ
ト
云

ヒ
」
、
阪
谷
芳
郎
は
「
慎
重
二
審
議
ス
ヘ
シ
、
政
府
ハ
審
議
会
二
諮
問
シ
居
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
議
会
二
答
弁
ス
ヘ
キ
モ
、
議
会
ハ
自
己
ノ
権
能
ヲ

以
テ
選
挙
法
政
正
案
ヲ
提
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ラ
レ
サ
ル
膠
付
、
審
議
会
ノ
審
議
ハ
急
ク
ニ
及
ハ
ス
」
と
反
発
し
た
。
そ
の
他
藩
、
三
の
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
出
た
が
、
委
員
長
の
裁
断
で
次
回
は
七
月
一
二
日
開
会
と
決
し
た
。

　
第
二
回
主
査
委
員
会
（
七
月
二
一
属
）
で
は
関
直
彦
が
、
選
挙
法
の
改
正
問
題
の
要
点
は
納
税
資
格
と
年
令
だ
か
ら
、
ま
ず
こ
の
可
否
を
決
せ

よ
と
主
張
し
た
が
、
花
井
卓
蔵
は
、
政
府
の
諮
問
は
改
正
の
要
否
を
問
う
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
先
議
せ
よ
と
論
じ
、
花
井
説
が
採
用
さ
れ
、

「
改
正
ノ
要
ア
リ
」
と
決
し
た
。
つ
い
で
小
野
塚
喜
平
次
よ
り
、
調
査
会
の
答
申
す
な
わ
ち
「
参
考
案
」
の
内
容
の
順
序
に
し
た
が
い
審
査
を

進
め
る
べ
し
と
の
提
案
が
あ
り
議
論
の
來
と
り
あ
え
ず
「
選
挙
資
格
し
ょ
り
審
議
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
選
派
は
こ
の
「
参
考
案
」

を
政
府
案
と
み
な
し
て
追
及
し
よ
う
と
し
た
が
、
倉
富
委
員
長
は
あ
く
ま
で
こ
れ
は
「
参
考
案
」
だ
か
ら
政
府
の
責
任
あ
る
回
答
を
求
め
る
の

は
差
控
え
ら
れ
た
い
と
の
べ
、
紛
糾
し
た
が
、
結
局
委
員
の
一
人
た
る
馬
場
法
制
局
長
官
の
「
個
人
説
明
」
（
倉
富
日
記
）
で
よ
ろ
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
納
税
資
格
存
置
理
由
（
関
直
彦
）
、
　
「
独
立
生
計
偏
維
持
理
由
（
下
岡
・
江
木
）
、
女
子
を
除
い
た
理
由
（
花
井
）
、
戸
主
選
挙
権
を
と

ら
ぬ
理
由
（
江
木
）
等
の
質
問
と
、
馬
場
の
答
弁
が
交
さ
れ
た
。
次
回
は
九
月
初
旬
開
会
と
な
り
、
普
選
派
は
日
程
の
点
で
も
、
早
く
も
形
勢
不

利
と
な
っ
た
（
東
朝
7
。
2
2
、
国
民
7
・
2
3
）
。
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こ
こ
で
『
倉
富
勇
三
郎
日
記
』
中
の
、
審
議
会
の
見
通
し
に
関
す
る
興
味
深
い
一
節
を
紹
介
し
よ
う
。
倉
富
は
主
査
委
員
長
に
就
任
し
た
も

の
の
、
一
方
で
は
同
じ
審
議
会
の
刑
法
改
正
の
主
査
委
員
に
す
で
に
指
名
さ
れ
て
お
り
、
負
担
過
重
を
理
由
に
委
員
長
を
辞
任
し
た
い
と
ね
が

い
、
七
月
一
一
日
ま
ず
穂
積
総
裁
を
た
ず
ね
ほ
ぼ
諒
承
を
得
、
穂
積
の
指
示
で
馬
場
法
制
局
長
官
と
平
沼
副
総
裁
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
ず
馬
場
を
た
ず
ね
、
鈴
木
喜
三
郎
を
後
任
に
推
し
た
と
こ
ろ
、
馬
場
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　
　
検
事
総
長
力
主
査
委
員
長
ト
為
り
テ
ハ
世
人
ヨ
リ
取
締
二
重
キ
ヲ
澱
ク
ノ
疑
ヲ
受
ル
故
不
適
豪
ナ
リ
。
平
沼
（
験
一
郎
）
羽
軸
鈴
木
説
ニ
ハ
大
反
対
ナ
リ
。

　
瘤
（
予
）
多
用
ナ
ラ
バ
十
一
月
頃
マ
テ
ハ
小
委
員
会
二
等
シ
君
（
予
）
力
出
席
セ
ス
ト
モ
差
支
ナ
キ
様
二
取
計
フ
ヘ
キ
ニ
付
是
非
引
受
ケ
呉
ヨ
。
翼
（
予
）

　
辞
ス
ル
ト
言
ヘ
ハ
総
理
（
加
藤
友
三
郎
）
ヨ
リ
依
頼
ス
ル
コ
ト
モ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
フ
（
一
木
喜
徳
郎
ニ
ハ
加
藤
ヨ
リ
依
頼
シ
タ
ル
モ
一
木
力
之
ヲ
拒

　
ミ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
）
。

　
こ
の
馬
場
発
言
で
注
目
す
べ
き
第
一
点
は
、
倉
富
の
嗣
僚
一
木
喜
徳
郎
が
主
査
委
員
長
の
第
一
候
補
と
さ
れ
た
の
に
、
就
任
を
拒
否
し
た
こ

と
で
あ
る
。
一
木
は
も
と
東
大
国
法
学
の
教
授
で
美
濃
部
達
吉
の
師
で
あ
る
。
公
法
専
門
家
と
し
て
、
検
察
爆
雷
出
身
の
倉
富
よ
り
も
選
挙
法

審
査
に
適
任
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
　
『
国
民
』
社
説
（
7
・
1
8
）
は
こ
の
問
題
を
と
り
上
げ
、
一
木
が
拒
否
し
た
の
は
政
府
の
白
紙

主
義
を
無
責
任
と
み
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
一
木
は
第
二
次
大
隈
内
閣
の
閣
僚
だ
っ
た
関
係
上
憲
政
会
系
と
み
ら
れ

て
お
り
、
政
争
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
る
の
を
嫌
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
政
府
と
し
て
は
第
二
候
補
の
倉
富
ま
で
が
辞
任
す
る
と
な
る
と
収

拾
が
つ
か
な
く
な
る
の
で
、
引
止
め
に
が
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
馬
場
が
小
委
員
会
す
な
わ
ち
項
目
ご
と
の
分
科
会
を
つ
く
る
案
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
九
月
の
主
査
委
員
会
再
開
よ
り
一

一
月
ま
で
小
委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
年
末
開
会
の
第
四
七
議
会
に
間
に
合
わ
ぬ
お
そ
れ
が
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
来
議
会
提

案
を
は
じ
め
か
ら
断
念
し
て
い
た
疑
い
が
あ
る
。

　
さ
て
、
倉
富
は
つ
い
で
平
沼
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
折
よ
く
鈴
木
も
い
た
の
で
両
名
に
辞
意
を
繰
返
す
と
両
名
と
も
了
承
せ
ず
、
次
の
問
答
と
な

っ
た
。
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鈴
木
又
選
挙
法
二
尊
テ
ハ
格
別
永
ク
審
議
ス
ル
必
要
ナ
カ
ル
ヘ
ク
五
六
回
モ
会
議
シ
タ
ラ
バ
主
査
会
ヲ
終
ハ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ナ
ラ
ン
ト
思
フ
ト
云
フ
。
平

　
沼
、
政
友
会
ニ
チ
ハ
左
程
二
急
ク
コ
ト
ハ
好
マ
サ
ル
ヘ
シ
ト
言
フ
。
鈴
木
、
岡
野
（
敬
次
郎
、
司
法
大
臣
）
杯
ハ
成
ル
ヘ
ク
此
次
ノ
議
会
二
提
出
ス
ル
方
宜

　
シ
ト
誉
悶
ヒ
暦
リ
タ
リ
ト
云
フ
。
平
沼
凹
、
政
府
ト
シ
テ
ハ
W
矧
ク
器
ロ
フ
ヘ
キ
モ
政
方
ハ
会
ハ
延
ハ
ス
コ
ト
ヲ
好
ム
ナ
ラ
ソ
ト
云
ブ
。
鈴
木
、
戴
目
通
選
挙
ニ
ナ
レ
ハ
政

　
友
会
ハ
是
迄
ノ
行
掛
リ
ニ
テ
困
ル
ヘ
キ
モ
、
然
う
サ
レ
ハ
急
キ
テ
モ
困
ル
コ
ト
ハ
ナ
カ
ラ
ソ
ト
言
フ
。
平
沼
、
納
税
資
格
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
ハ
最
早
出
来
サ

　
ル
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
。
鈴
木
、
内
務
省
ノ
調
査
ノ
ト
キ
モ
其
点
二
三
テ
ハ
意
見
一
致
セ
ス
、
甲
説
ハ
納
税
資
格
撤
廃
ヲ
主
張
シ
、
乙
説
即
チ
主
ト
シ
テ
自
分

　
　
（
鈴
木
）
力
主
張
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
幾
分
ニ
チ
モ
納
税
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
是
ハ
独
立
ノ
生
計
ヲ
立
ツ
ル
ト
云
フ
ト
同
様
ナ
ル
考
ナ
ル
モ
独
立
ノ
生
計
ト
言
フ
テ

　
ハ
之
ヲ
認
ム
ル
標
準
ナ
キ
ニ
付
、
幾
分
ニ
チ
モ
納
税
ス
ル
者
二
資
格
ヲ
与
ヘ
ソ
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。
論
説
ノ
一
致
ヲ
得
サ
リ
シ
ニ
付
、
二
説
ア
ル
旨
ヲ
以
テ
答

　
申
ス
ル
コ
ト
・
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ
ト
云
フ
。
予
、
純
然
タ
ル
官
庁
ノ
調
査
ニ
テ
其
位
マ
テ
進
ミ
タ
ル
ナ
ラ
バ
官
民
合
同
ノ
調
査
ナ
ラ
バ
納
税
資
格
ハ
止
ム
ル
コ

　
ト
ニ
ナ
ル
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
。

　
こ
こ
で
判
明
す
る
第
一
点
は
政
友
会
が
次
期
議
会
に
お
け
る
選
挙
法
改
正
を
欲
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
政
友
会
は

内
紛
状
態
に
あ
り
、
大
勢
と
し
て
選
挙
権
拡
張
承
認
の
方
向
に
進
み
な
が
ら
、
反
対
者
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
拡
張
の
程
度
に
つ
い
て
は
一
致

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
党
内
状
勢
か
ら
い
っ
て
改
正
は
先
に
の
ば
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
最
大
原
因
は
、
こ
れ
ま
で
改

正
反
対
の
態
度
を
と
っ
て
き
た
立
前
上
、
た
と
え
普
選
に
ま
で
進
ま
な
く
と
も
、
選
挙
権
の
拡
張
を
我
党
内
閣
以
外
の
手
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
、

党
勢
維
持
上
不
利
と
見
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
政
友
会
と
し
て
は
明
年
に
予
定
さ
れ
る
総
選
挙
に
勝
っ
て
、
政
友
会
政
権
を
再
現
し

た
上
で
、
選
挙
権
の
何
ら
か
の
拡
張
を
行
う
の
が
望
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
点
は
、
官
僚
の
中
で
も
保
守
反
動
性
の
も
っ
と
も
い
ち
じ
る
し
い
司
法
官
僚
さ
え
、
納
税
資
格
の
撤
廃
は
不
可
避
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
鈴
木
は
何
ら
か
の
納
税
要
件
を
主
張
し
て
い
る
が
、
自
ら
語
る
よ
う
に
そ
の
実
質
は
「
独
立
ノ
生
計
」
を
意
味
す
る
。

一
方
、
納
税
資
格
の
撤
廃
を
い
う
平
沼
と
倉
富
に
し
て
も
、
こ
の
段
階
で
は
無
条
件
撤
廃
を
意
図
し
て
い
た
か
疑
問
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

旧
支
配
層
の
頭
部
は
最
低
限
、
政
府
の
調
査
会
の
答
申
の
線
に
一
致
し
つ
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
四
六
議
会
に
お
け
る
選
挙
法
問
題
の
争

点
は
、
次
回
総
選
挙
よ
り
無
条
件
普
選
を
断
行
す
る
か
現
行
法
を
こ
の
ま
ま
維
持
す
る
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
い
ま
や
次
回
総
選
挙
よ
り
無
条
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件
普
選
即
行
か
、
次
々
回
選
挙
よ
り
「
独
立
の
生
計
」
の
条
件
付
普
選
実
行
か
、
に
ま
で
争
点
が
し
ぼ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
第
四
七
議
会
で
は

議
会
に
政
府
案
が
提
出
さ
れ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
争
点
が
明
確
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。
そ
の
矢
先
き
加
藤
友
三
郎
は
病

に
倒
れ
内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
し
か
し
こ
の
内
閣
の
作
り
出
し
た
争
点
は
、
次
期
内
閣
に
お
い
て
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

①
　
常
務
委
員
は
下
岡
忠
治
・
関
和
知
（
以
上
憲
政
会
）
、
関
直
彦
・
大
竹
貫
一
（
革

　
薪
倶
楽
部
）
、
斯
波
貞
吉
（
『
三
朝
報
』
主
筆
）
、
河
野
恒
吉
（
普
選
に
熱
心
な
陸

軍
少
将
）
。

②
　
調
査
会
は
答
申
と
と
も
に
「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
二
関
ス
ル
調
査
資
料
」
全
四
一

　
鴉
（
「
内
團
ノ
部
」
一
三
箭
、
「
外
国
ノ
部
」
二
八
冊
）
を
作
成
し
た
。
こ
れ
も
臨
時

　
法
翻
審
議
会
委
員
に
参
考
資
料
と
し
て
配
付
さ
れ
た
。
そ
の
生
録
は
次
の
と
お
り
。

　
　
内
国
ノ
部
　
1
衆
議
院
議
員
選
挙
法
、
2
選
挙
権
二
関
ス
ル
調
査
資
料
、
3
被

　
選
挙
権
二
関
ス
ル
調
査
資
料
、
4
選
挙
ノ
方
法
二
関
ス
ル
調
査
資
料
、
5
選
挙
運

　
醐
甥
轟
万
法
ノ
取
締
二
関
ス
ル
調
山
査
資
料
、
6
｛
参
考
資
料
　
第
一
号
選
挙
法
二
関
ス
ル

　
参
考
雷
、
7
同
第
二
号
　
小
学
校
教
員
被
選
挙
権
要
望
運
動
状
況
、
8
同
第
三
号

　
僧
侶
被
選
挙
権
獲
得
運
動
状
況
、
9
同
第
四
号
　
女
子
政
歯
並
政
談
集
会
参
加
制

　
限
撤
廃
運
動
、
　
1
0
同
四
第
五
号
　
衆
鋤
誠
院
議
員
選
挙
法
罰
酬
押
対
照
調
、
　
1
1
岡
鱈
叩
六
且
ワ

　
衆
議
院
議
員
選
挙
違
犯
者
調
、
1
2
岡
第
七
号
　
地
租
営
業
税
ノ
地
方
委
譲
二
依
ル

　
衆
議
院
議
員
選
挙
失
権
見
込
者
数
歯
、
1
3
選
挙
訴
訟
及
当
選
訴
訟
エ
関
ス
ル
大
審

　
院
判
決
謄
躍
。

　
　
外
国
の
部
　
1
4
各
国
選
挙
寮
情
、
1
5
各
国
選
挙
法
罰
則
、
1
6
英
国
改
正
選
挙
法

　
（
一
九
一
八
年
二
月
六
日
）
、
1
7
英
国
投
票
法
（
一
八
七
二
年
七
月
一
八
ヨ
）
、
1
8

　
千
八
百
八
十
八
年
英
国
地
方
行
政
法
、
1
9
千
八
百
九
十
四
年
英
国
地
方
行
政
法
、

　
2
0
英
国
貧
民
救
済
法
、
2
1
英
国
新
選
挙
法
二
依
ル
選
挙
資
格
（
一
九
一
八
年
闘
民

代
表
法
）
、
2
2
オ
ル
タ
ー
ネ
ー
テ
ィ
ヴ
、
ヴ
ォ
ー
ト
及
其
ノ
効
果
、
2
3
比
例
代
衷

法
ノ
成
績
及
各
方
面
ノ
意
見
並
運
動
ノ
状
況
、
2
4
仏
国
選
挙
法
、
2
5
仏
国
市
町
村

制
、
2
6
仏
国
ノ
比
例
代
褒
法
採
用
ノ
場
合
二
審
ケ
ル
議
会
委
員
会
ノ
報
告
、
2
7
白

　
耳
義
選
挙
法
、
2
8
独
逸
選
挙
法
（
｝
九
二
〇
年
四
月
二
七
臼
）
、
2
9
旧
独
逸
帝
国

議
会
議
員
選
挙
法
、
3
0
普
国
選
挙
法
（
一
九
二
〇
年
一
二
月
三
塁
）
、
3
1
旧
弊
国

　
下
院
議
員
選
挙
法
、
3
2
普
国
東
部
六
扇
州
制
、
3
3
普
国
東
部
六
州
市
制
門
中
東
部

　
七
州
町
村
制
、
3
4
独
填
共
和
国
憲
法
制
定
国
民
議
会
議
員
選
挙
法
（
一
九
一
八
年

　
一
二
月
一
八
日
）
、
3
5
旧
懊
太
薬
毒
闘
下
院
議
員
選
挙
法
、
3
6
伊
太
利
選
挙
法
二

　
九
一
九
年
九
月
二
日
）
、
3
7
瑞
西
選
挙
法
、
3
8
土
耳
古
選
挙
法
（
一
九
二
三
年
四

　
月
三
日
）
、
3
9
リ
ス
ア
ニ
ア
共
和
團
憲
法
（
一
九
ニ
ニ
年
譜
月
六
日
）
、
4
0
ラ
ト
ヴ

　
ィ
ア
共
和
国
憲
法
、
4
1
国
民
投
亜
ポ
ノ
糊
度
二
就
テ
。

③
　
設
立
事
情
に
つ
い
て
は
三
谷
太
一
郎
『
近
代
日
本
の
司
法
権
と
政
党
』
（
塙
書

　
房
、
｝
九
八
○
年
）
＝
ハ
五
ペ
ー
ジ
を
見
よ
。
な
お
臨
時
法
舗
羅
議
会
に
関
す
る

　
資
料
は
、
と
く
に
注
記
せ
ぬ
限
り
、
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
「
穂
積
陳
重
文
書
」

　
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
る
。

④
主
査
委
員
会
の
議
事
内
容
は
「
倉
富
勇
三
郎
日
記
」
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政

　
資
料
室
保
管
）
に
よ
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

加
藤
友
三
郎
内
閣
は
政
友
会
を
与
党
と
す
る
貴
族
院
内
閣
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
来
の
政
友
会
路
線
を
は
み
出
た
、
独
自
の
政
策
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を
志
向
し
、
選
挙
法
改
正
に
向
っ
て
大
き
く
一
歩
を
踏
出
し
た
。
衆
議
院
議
員
選
挙
法
調
査
会
の
結
論
、
お
よ
び
法
制
審
議
会
の
初
期
の
審
議

状
況
か
ら
み
て
、
政
府
の
意
図
は
納
税
資
格
の
薄
金
撤
廃
（
独
立
生
計
ぬ
き
の
）
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙
の
実
現
に
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
い
え
ぬ

が
、
し
か
し
少
く
と
も
一
九
一
九
年
法
の
大
幅
な
改
正
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
こ
の
ま
ま
進
め
ば
、
一
九
二
五
年
春
予
定
の
第

四
八
議
会
で
は
、
加
藤
内
閣
の
構
想
し
た
よ
う
な
改
正
案
が
上
程
可
決
さ
れ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
与
党
政

友
会
内
で
も
、
新
政
策
と
し
て
地
租
委
譲
を
掲
げ
た
以
上
は
、
農
村
の
大
量
失
権
者
を
救
う
た
め
に
は
選
挙
法
の
手
直
し
は
必
至
で
あ
り
、
そ

の
際
の
有
権
者
の
大
拡
張
は
、
総
裁
派
・
非
総
裁
派
共
通
の
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
前
議
会
か
ら
継
続
し
て
い
る
野
党
の
統
一
戦
線
の
も
と
に
、
普
選
運
動
は
第
四
六
議
会
下
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
が
、
大
都
市
で
は

普
選
ま
ち
か
し
と
み
て
か
普
選
熱
は
や
や
お
と
ろ
え
を
み
せ
、
代
っ
て
地
方
小
都
市
、
農
村
地
帯
に
お
い
て
、
中
間
層
を
主
体
と
す
る
市
民
政

社
・
農
民
政
社
が
活
発
な
動
き
を
み
せ
た
。
加
藤
内
閣
成
立
時
に
加
藤
高
明
が
第
二
候
補
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
憲
政
会
は
、
政
権
へ

の
可
能
性
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
普
選
運
動
の
煽
動
よ
り
統
制
へ
と
態
度
を
変
じ
、
各
地
の
市
民
・
農
民
政
被
を
傘
下
に
お
さ
め
る

こ
と
を
意
図
し
た
。
日
本
共
産
党
お
よ
び
そ
の
影
響
下
に
お
か
れ
て
い
る
無
産
運
動
リ
ー
ダ
ー
の
間
で
は
、
い
ぜ
ん
山
川
均
流
の
無
産
階
級
に

と
っ
て
の
「
普
選
大
害
論
」
が
優
勢
を
保
持
し
て
い
た
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
一
九
二
二
年
デ
ー
ゼ
の
提
示
に
よ
り
一
九
二
三
年
春
以
降

普
選
運
動
参
加
派
が
に
わ
か
に
力
を
得
た
。

　
第
二
次
護
憲
運
動
の
争
点
の
一
つ
は
、
納
税
資
格
の
無
条
件
撤
廃
か
、
　
『
独
立
の
生
計
」
と
い
う
条
件
づ
き
の
撤
廃
か
、
で
あ
っ
た
。
こ
の

争
点
こ
そ
、
加
藤
友
三
郎
内
閣
期
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
治
諸
勢
力
は
こ
の
争
点
に
向
っ
て
戦
線
を
整
理
し
つ

つ
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
内
閣
は
、
普
選
成
立
史
に
一
時
期
を
画
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
教
授
　
京
都
市
左
京
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production　and　the　maRagement　of　the　monopolizing　government　salt

agency．　Then　1　restored　the　circulation　of　salt　and　its　main　routes　in

tlte　latter　half　of　the　Tang　periocl．　Consequently，　1　could　find　out　the

relations　between　the　circulatioエ1　areas　and　the　natural　location，　and

the　features　of　the　Hedong　salt　pool　as　to　the　economic　location．

Po11tically，　economically　and　geographica11y，　this　salt　pool　in　Anyi安

邑basin　was　c1ρsely　related　to　t募e　prefectures　and　the　superior　pre．

fectures　in．鞠幼％z溜水basin　whose．Center　was　Changan・．三筆・

The　He．doip．．g．．　’governmeht　salt　agencY，　Which　was　the　tYPical　”iqstitu－

tion　for　the　productlop　aRd　salt，　leaves　us．rnany　documents．　So　our

’；’esearch　on．it　m．ay　bffer　one　mgdel．　of　．the　government　salt　agencies

o’狽№≠獅奄Qed　in　each　region　in　the　’Tang　period．

　　　　　　　　　The　Revisibn　of　the　Election　Law

and　the　Government．of　Tomosaburb　Kal∂加藤友三郎

by

Takayoshi　Matsuo

　　Although　the　Government　of　KatoA　（Junr　1922rAug．　，1．923），．　based　on

the　House　of　Peers，　was　never　a　party　cabinet，’ @it　recognized　tke　ne－

cessity　for　revislng　the　election　law；　it　organized’ ≠氏@Advisory　Com－

mittee　under　the　Cabinet　as　the　first　step　toward　the　rivision．　On　t12e

other　hand，　early　in　1923，　the　movement　for　the　universal　suffrage

was　noticeable　during　the　46th　session　of　the　Diet　as　much　as　in　the

previous　one．　The　movernent　spread　out　of　larger　cities　through　local

towns　to　the　country．

　　Meanwhile　the　rUling　Party，　S6砂勲α6政友会，　could　easily　kill　the

universal　suffrage　biil　introduced　by　the　opposition　parties　in　chorus．

But，　in　another　context，　the　’　Seiptfileai　determined　to　transfer　the

management　of　the　land　tax’from　the　government　to　the　local　govern一

皿ent，　which．　made　larger　enfranchisement　inevitable．　For．feat．of

mlssing　the　chance　to　take　the　helm　of　state　affairs，　the　leading　oppo－

sition．Party，挽％麟ん厩憲政会，　which　had　instigated　the　universal　suffrage

movement，　thereafter　ti”ied　to　control　the　polit1cal　associations　which

Wet’e　organized　among　the　cltizens　and　the　farmers　in　’ 魔≠窒奄盾浮刀@’ 垂撃≠モ?ｓ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（949）



The　Japan　Communist　Party　tried　to　keep　the　proletariatfrom　joining

in　the　movement，　because　they　were　afraid　that　it　might　result　in　the

stabilEzation　of　the　bourgeols　rule．

　　In　June　1923，　the　Advisory　Comniittee　on　the　Election　Law　in　the

House　of　Representatives　suggested　that　the　number　of　the　enfran－

ckised　people　should　be　tripled．　The　government　referred　this

su99estion　to　thel　H6sei－Shingikai法制審議会，　Leg圭slative　Council，　which

was　in　charge．　of　investigating　the　important　bills　in　advance．　Thus，

since　tlte　previous　revision　of　the　election　law　（1919），　it　was　not　till

the　Government　of　Kat6　that　the　new　revisions　was　actually　inscribed

on　the　political　calendar．　．And　the　cabinet　of　Yamamoto山本took

over　the　revision　work．

Coalition　et　Ruptttre　entre　la　S．　F．　1．　O．　et

工eP．　C．　F．1944－1947：sur　le　plan　socialiste

d’un　gouvernement　et　la　strat6gie　socialiste

　de　reconstruction　de　1’6conomie　frangaise

par

Yoshihiko　Sugimoto

　　En　mai　1947，　la　S．　F．1．　O．　a　exclu　les　communistes　du　ministere　b

sa　direction．　Jusqu’ici　on　aMrme　bien　des　fois　qu’il　s’agit　lb　d’un

effet　de　la　doctrine　Trurnan　pr6sent6e　en　mars　de　la　mame　ann6e，

politique　anticommuniste　d’intervention　am6ricaine　en　Europe，　qui

aurait　fait　imaginer　aux　socialistes　que　la　r6vocation　des　ministres

communistes　leur　apporterait　les　cr6dits　am6ricains　pour　la　reconst－

ruction　de　1’6conomie　frangaise．　Sans　doute　sur　1’6ventualit6　d’une　aide

americaine，　les　socialistes　ont　fond6　leur　strat6gie　de　reeonstruction

6conomique，　mais　elle　reposait　aussi　sur　le　blocage　des　salaires．　Ce

blocage，　prls　par　tous　ies　trois　gouvernements　b　direct20n　socialiste，

6tait　〈legons　de　1’histoire＞　que　de　1’6chec　6conomique　et　fi－nancier　du

Front　popula呈re　les　soc呈alistes　ont　d6gag6es　et　qt1，ils　int6graientゑfond

dans’・leur　1d6e　d’une　＜＜voie　au　socialisme＞，　de　sorte　que　1’appui　ded

commu頂stes　a．ﾚ1a　demande　d，augmentation　a　de　saエ1ature　rendu　les

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（948）




